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図４．カワゴカイ属の出現個体数の変遷．導流堤から北側奥部にかけての 

水路沿い調査地点での個体数を調査年3-4年ごとに平均して示した． 

 

 この低密度は導流堤工事が完了した頃に見られていることから、導流堤工事で干潟環境が健全にな

ったとは必ずしも言えない状況である。また、最近、導流堤内側から中央部手前までの干潟にお

いて表層に泥分が堆積するなど、海水交換が十分でない状態が継続していることが観察されている。 

 ベントス全体で見てもその生息密度は2018年以降に少なくなったままであり、これについて金谷・鈴木

（2024）は2016年の台風と津波で持ち込まれた砂が潟中央の澪筋に堆積し、水の交換を妨げたことを要

因の一つとしてあげている。 

 

おわりに 

 このように蒲生干潟の現状は、このまま見守っていれば良いような状況ではなく、導流堤から潟中央部

にかけての海水交換が制限されている状態を解消するべく何らかの施策を講じる必要性が増している

ように思われる。そのためには潟中央部までの砂が堆積し、一部嫌気的になっている干潟を削るか、中

に水路を設置することを考えても良いのではないだろうか。また、導流堤の水門内にカキが多く付着し、

通水量を減じさせているようなので、海水交換を良くするためには水門の掃除が必要である。もちろん、

七北田川河口が閉塞するようなことがあれば、海水交換ができなくなる恐れがあることから、河口での砂

の堆積にも監視を続ける必要がある。 

 

謝辞：本研究は、科研費（17K07580、20K06819）および環境省・（独）環境再生保全機構の環境研究総

合推進費（JPMEERF24S12310、JPMEERF24S12320）による援助を受けました。 
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仙台湾におけるスナガニ	Ocypode	stimpsoni	個体群の	

体サイズ構成、性比および巣穴分布の季節的変化	

はじめに 

体サイズ構成 

表1 スナガニの調査地点と調査情報 
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            図1 蒲生海岸における体サイズ構成の比較              図2 各地における体サイズ構成の比較（2025年） 
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オス・メスの割合（性比）の季節的変化 

            図3 蒲生海岸における性比の比較                            図4 各地における性比の比較（2025年） 

  

巣穴数の比較 

                                        図5 各地における巣穴数（10m2当たり）の比較 
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巣穴分布の季節的変化 

            表2 各地における巣穴数(10m2当たり)の分布 ▼は満潮線の位置、最大数の区画を灰色で示した 
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            図6 蒲生海岸における巣穴分布の比較                                          図7 七北田川河口における巣穴分布の比較 
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おわりに 

引用文献 

Ocypode stimpsoni

Ocypode 

stimpsoni
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宮城県塩竈市における外来種コウワンミノウミウシの記録 

はじめに 

材料と方法 

 

図 1．調査地の風景（A）とコウワンミノウミウシが採集された合成繊維製ロープ（B）． 

このロープには漂流していたエビモと考えられる沈水植物が絡みついていた．
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図 2．宮城県塩竈市で採集されたコウワンミノウミウシの標本写真，KSNHM-M12535（A）， 

合成繊維製ロープに付着する個体（B）と卵塊（C）．スケールバーは 1 mm を示す． 

 

結果 
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考察 

謝辞 
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ナギサヒモムシ（紐形動物門：単針目）の関東・東北地方	

における新産地	

 

波々伯部夏美 1、多留聖典 2、阿部博和 3 
1国立研究開発法人海洋研究開発機構  地球環境部門  海洋生物環境影響研究センター、  

2東邦大学理学部  東京湾生態系研究センター、3石巻専修大学理工学部生物科学科  

 

New records of the supralittoral nemertean Acteonemertes orientalis (Nemertea: Monostilifera) 

from the Kanto and Tohoku Regions, Japan 

 

Natsumi Hookabe1, Masanori Taru2, Hirokazu Abe3 

1Research Institute for Global Change (RIGC), Japan Agency for Marine-Earth Science and 

Technology (JAMSTEC); 2Tokyo Bay Ecosystem Research Center, Toho University;  
3Faculty of Science and Engineering, Ishinomaki Senshu University 

 

Abstract: Acteonemertes orientalis Hookabe, Fujino, Jimi & Ueshima, 2023 is a semi-terrestrial 

nemertean inhabiting the supralittoral to upper intertidal zones. The species was originally 

described from the Sea of Japan coast of central Japan, with subsequent records from western 

Japan and Kyushu. In this study, we report new records of A. orientalis from the Pacific coast of 

Japan, based on specimens from Tokyo Bay, Matsuhima Bay and Mutsu Bay, northeastern Japan. 

Species identification was confirmed using partial sequences of the mitochondrial cytochrome c 

oxidase subunit I (COI) gene and comparisons with previously published data. Uncorrected 

p-distances between Pacific and Sea of Japan populations were extremely low (0.000–0.020%), 

and all newly obtained sequences formed a single clade with known A. orientalis sequences in a 

maximum-likelihood phylogenetic analysis. Although some variation in body coloration was 

observed among localities, no corresponding genetic differentiation was detected. These results 

suggest that A. orientalis is widely distributed along Japan and suggest a high level of genetic 

connectivity among local populations. 

 

はじめに	

ナギサヒモムシ  Acteonemertes orientalis Hookabe, Fujino, Jimi & Ueshima, 2023 は、潮上

帯から潮間帯上部にかけて生息する半陸性のヒモムシ類である。本種は、福井県敦賀市絹

掛崎をタイプ産地とし、記載論文においては形態観察と遺伝的解析から同種個体を山口県

下関市からも報告している  (Hookabe et al. 2023)。そのほか、福岡県北九州市や熊本県水

俣市のような九州地方の日本海側だけではなく、太平洋側の宮崎市延岡市でも形態学的に

本種と同定された個体が報告されている（亀井・松田  2025）。日本海側では、海岸林に接

した礫浜やテトラポッドの下での生息が確認されており、太平洋側では砂地の干潟から発

見されている（Hookabe et al. 2023; 亀井・松田  2025）。ナギサヒモムシが生息する環境と

しては護岸整備や海岸林の改変等の人為的影響を受けやすい場所も含まれており、加えて

潮上帯という紐形動物門においては調査例の少ない生息帯に分布するため、その分布実態
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は十分に把握されていない。  

本研究では、東京湾、松島湾（宮城県）及び陸奥湾（青森県）で採集された標本につい

て、DNA バーコーディングで一般的に用いられるミトコンドリアのチトクローム  c オキ

シダーゼサブユニット  I (COI) 遺伝子配列に基づく解析を行い、既報配列との比較によっ

て種の同定を行った。その結果、これらの標本がナギサヒモムシであることが確認された

ため、国内太平洋沿岸における本種の新産地として報告する。  

 

方法	

2023 年 10 月 8 日に東京都品川区大井埠頭中央海浜公園（京浜運河）、2023 年 10 月 18 日

に千葉県木更津市小櫃川河口干潟、2024年 3月 13日、4月 13日、5月 2日に宮城県利府町

櫃ヶ浦（松島湾）、2025 年 10 月 3 日に青森県青森市浅虫の東北大学浅虫海洋生物学教育研

究センター前の潮上帯において転石や流木の下を中心に調査を行い、それぞれの地点で 1〜

複数個体を採集した。採集した標本は、生時の状態を撮影したのち、80–99%エタノールで

固定・保存した。 

固定標本の体後端の一部組織を切り出し、DNA抽出に使用した。DNA抽出は、DNeasy Blood 

& Tissue Kit（QIAGEN, Germany）を使用し、抽出方法はキット同封のプロトコルに従った。COI

配列のユニバーサル・プライマーである LCO1490 (5’-GGTCAACAAATCATAAAGATATTGG-3’)

／HCO2198 (5’-TAAACTTCAGGGTGACCAAAAAATCA-3') (Folmer et al. 1994) を用いて PCR増

幅を行い、増幅の成否は 2% E-Gel EX (Thermo Fisher Scientific, USA) で確認した。PCR 産物は

ExoSAP-IT Express (Thermo Fisher Scientific, USA) で精製した。塩基配列の決定は

FASMAC の DNA シーケンス解析サービス（FASMAC, Japan）にて実施した。本研究で得

られた新規配列は、国際塩基配列データベース（GenBank）に登録されているナギサヒモ

ムシおよび近縁種の配列とともに Geneious Prime v.2025.0.3 (https:// www.geneious.com) の

プラグイン Clustal Omega v1.2.3 (Sivers et al. 2011) でアラインメントを行った。分子系統

解析は  RAxML-NG (Kozlov et al. 2019) GUI を用いて実施した。塩基置換モデルには  

raxmlGUI2.0 (Edler et al. 2021) の ModelTest-NG (Darriba et al. 2020) で選択された GTR+F0

を適用した。また、新規配列は GenBank に登録し、アクセッション番号を取得した（大井

埠頭産：PX969724；木更津産：PX969721；松島湾産：PX969722；松島湾産暗色：PX969723）。  

 

結果	

東京湾（大井埠頭中央海浜公園・小櫃川河口）、松島湾（櫃ヶ浦）及び陸奥湾（浅虫）

で採集された標本は、いずれも潮上帯から潮間帯上部にかけての転石下や流木下から得ら

れた（Figs. 1A–C, E, F）。大井埠頭中央海浜公園では、2020–2025 年の間の計 13 回の調査

で本種の生息を確認しており、出現はいずれも 10 月〜4 月の初秋から春の時期に限られて

いた。本種と同所的に確認された種は、大井埠頭中央海浜公園ではキントンイロカワザン

ショウおよびナギサノシタタリ、イソミミズ、アオホシフナムシ、ノトチョウチンワラジ

ムシ、ジムカデ類、小櫃川河口干潟ではクリイロカワザンショウおよびヨシダカワザンシ

ョウ、ヒゲナガワラジムシ類、ならびにタイヘイヨウヒメハマトビムシと、浅虫ではキン

トンイロカワザンショウおよびヤマトクビキレ、櫃ヶ浦ではキントンイロカワザンショウ

もしくはアマグリイロカワザンショウおよびツブカワザンショウ、ワラジムシ、ニホンハ
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マワラジムシ、ノトチョウチンワラジムシ（阿部・吉田  2025）、ハマトビムシ類、ジムカ

デ類であった。櫃ヶ浦では本種がワラジムシを捕食している様子を観察することができた

（Fig. 1D）。タイプ産地での報告と同様に（Hookabe et al. 2023）、本種は吸引型の捕食様式

をもち、潮上帯に同所的に生息するワラジムシ類の外骨格内部の軟体部を摂食する生態を

もつことが明らかになった。  

生時の体色には変異が認められ、ほとんどの個体は薄赤色から薄茶色を呈し、内部器官

が透けて観察されるものが多かった。一方、松島湾では全体的に暗色を呈する個体が確認

された（Fig. 2）。ただし、これらの体色差は後述する分子系統解析の結果から、種内変異

の範囲に含まれると判断された。  

本研究で得られた標本のミトコンドリア  COI 遺伝子配列を、既報の日本海側個体（敦

賀・下関）と比較した結果、uncorrected p-distance は  0.000–0.020%の範囲に収まった。特

に、敦賀産個体と松島湾産暗色個体（Fig. 2）との間では COI 配列は完全に一致していた。

関東地方と東北地方の間においても遺伝的距離は  0.005–0.015%程度にとどまり、少なく

 
Fig. 1		ナギサヒモムシの分布と生息環境．A:	国内におけるナギサヒモムシの分布．B:	陸奥湾
浅虫の採集地点及び生体．C:	松島湾櫃ヶ浦の採集場所及び生体．D:	ワラジムシを捕食するナ
ギサヒモムシ（櫃ヶ浦）．E:	東京湾小櫃川河口干潟の採集場所．F:	東京湾大井埠頭中央海浜公
園の採集場所．	
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とも COI で検出可能な明瞭な集団分化は確認されなかった。  

得られた COI 配列のアミノ酸転写配列を比較した結果、大井埠頭産個体と松島湾産暗色

個体との間で 1 か所のアミノ酸置換が認められたものの、それ以外の塩基置換はいずれも

同義置換であり、アミノ酸配列全体としてはほぼ完全に一致し、各地域間で高い保存性が

認められた。従って太平洋沿岸（関東・東北）で今回得られた個体はいずれも、日本海側

を含む既報個体群と遺伝的に極めて近縁であり、同様に COI を用いた分子系統解析におい

て、木更津、大井埠頭および松島湾から得られたすべての配列が、既報のナギサヒモムシ

の配列と単一のクレードを形成し（Fig. 2）、ナギサヒモムシ  Acteonemertes orientalis に同

定されることが強く支持された。  

 

考察	

本研究により、ナギサヒモムシは、日本海側や九州地方に限られた種ではなく、関東・

東北地方を含む本州一帯に広く分布することが明らかとなった。今回得られた  COI 配列

では、太平洋側と日本海側の個体群間で遺伝的距離は極めて小さく、産地間で明瞭な遺伝

的分化は認められなかった。また、アミノ酸配列も高い保存性を示しており、体色などの

形態的変異は同一種内の変異であることが支持された。  

 

 
 
Fig. 2．．ナギサヒモムシの COI 配列にもとづく分子系統樹及び各採集地点で撮影した生時の写真．	

	 本研究で用いた個体数および遺伝子マーカーは限られているため、集団構造や分散様式

についての詳細な議論は困難である。しかし、潮上帯という連続性の低い生息環境にもか

かわらず、広域で遺伝的差異が小さい点は、本種が想定以上に高い遺伝的連結性を有する

可能性を示唆する。今後、 COI よりも分解能の高い一塩基多型（ Single Nucleotide 

Polymorphisms; SNPs）解析を用いることで、より詳細な集団構造や地域間の遺伝的連結性

を評価できると考えられる。また、本種の発生様式や幼生期に関する知見は乏しく、それ

らを明らかにすることは、分散様式の解明に向けた今後の課題である。  

 

謝辞：：青森県浅虫での調査は、森井悠太氏（弘前大学）および岩﨑藍子氏（東北大学）に

調査の機会をいただき、大見川遥氏（石巻専修大学）にご協力いただいた。松島湾での調

査は高橋陽大氏（石巻専修大学）および吉田	 譲氏（株式会社レイヴン）にご協力いただ

き、暗色型個体の写真は吉田	 譲氏にご提供いただいた。宮城県漁業協同組合塩釜地区支

所には松島湾の現地調査にあたり便宜を図っていただいた。東京湾での調査では尾島智仁

氏、尾島雅子氏（東京港水中生物研究会）にご協力頂くとともに、大井埠頭中央海浜公園

の三枝敏郎氏に便宜を図っていただいた。  

 

引用文献	

阿部博和、吉田	 譲（2025）宮城県におけるノトチョウチンワラジムシの初記録と形態学

的特徴の再検討．CANCER 34: 27–35. 

Darriba D, Posada D, Kozlov AM, Stamatakis A, Morel B, Flouri T (2020) ModelTest-NG: a new 

and scalable tool for the selection of DNA and protein evolutionary models. Molecular 

Biology and Evolution 37: 291–294. 

Edler D, Klein J, Antonelli A, Silvestro D (2021) raxmlGUI 2.0: a graphical interface and toolkit 

for phylogenetic analyses using RAxML. Methods in Ecology and Evolution 12: 373–377. 

Folmer O, Black M, Hoeh W, Lutz R, Vrijenhoek R (1994) DNA primers for amplification of 

mitochondrial cytochrome c oxidase subunit I from diverse metazoan invertebrates. 

Molecular Marine Biology and Biotechnology 3: 294–299. 

Hookabe N, Fujino Y, Jimi N, Ueshima R (2023) At the edge of the sea: the supralittoral 

nemertean, Acteonemertes orientalis sp. nov. (Nemertea: Eumonostilifera: 

Plectonemertidae) from Japan. Invertebrate Systematics 37: 444–456. 

亀井裕介、松田真紀子（2025）ナギサヒモムシの九州からの初記録．豊田ホタルの里ミュ

ージアム研究報告書  17: 121–122. 

Kozlov AM, Darriba D, Flouri T, Morel B, Stamatakis A (2019) RAxML-NG: a fast, scalable and 

user-friendly tool for maximum likelihood phylogenetic inference. Bioinformatics 35: 4453–

4455. 

Sievers F, Wilm A, Dineen D, Gibson TJ, Karplus K, Li W, Lopez R, McWilliam H, Remmert M, 

Söding J, Thompson JD, Higgins DG (2011) Fast, scalable generation of high‐quality 

protein multiple sequence alignments using Clustal Omega. Molecular Systems Biology 7: 

539. 

みちのくベントス、10: 17-21 (2026) 

－ 20 －



	 本研究で用いた個体数および遺伝子マーカーは限られているため、集団構造や分散様式

についての詳細な議論は困難である。しかし、潮上帯という連続性の低い生息環境にもか

かわらず、広域で遺伝的差異が小さい点は、本種が想定以上に高い遺伝的連結性を有する

可能性を示唆する。今後、 COI よりも分解能の高い一塩基多型（ Single Nucleotide 

Polymorphisms; SNPs）解析を用いることで、より詳細な集団構造や地域間の遺伝的連結性

を評価できると考えられる。また、本種の発生様式や幼生期に関する知見は乏しく、それ

らを明らかにすることは、分散様式の解明に向けた今後の課題である。  

 

謝辞：：青森県浅虫での調査は、森井悠太氏（弘前大学）および岩﨑藍子氏（東北大学）に

調査の機会をいただき、大見川遥氏（石巻専修大学）にご協力いただいた。松島湾での調

査は高橋陽大氏（石巻専修大学）および吉田	 譲氏（株式会社レイヴン）にご協力いただ

き、暗色型個体の写真は吉田	 譲氏にご提供いただいた。宮城県漁業協同組合塩釜地区支

所には松島湾の現地調査にあたり便宜を図っていただいた。東京湾での調査では尾島智仁

氏、尾島雅子氏（東京港水中生物研究会）にご協力頂くとともに、大井埠頭中央海浜公園

の三枝敏郎氏に便宜を図っていただいた。  

 

引用文献	

阿部博和、吉田	 譲（2025）宮城県におけるノトチョウチンワラジムシの初記録と形態学

的特徴の再検討．CANCER 34: 27–35. 

Darriba D, Posada D, Kozlov AM, Stamatakis A, Morel B, Flouri T (2020) ModelTest-NG: a new 

and scalable tool for the selection of DNA and protein evolutionary models. Molecular 

Biology and Evolution 37: 291–294. 

Edler D, Klein J, Antonelli A, Silvestro D (2021) raxmlGUI 2.0: a graphical interface and toolkit 

for phylogenetic analyses using RAxML. Methods in Ecology and Evolution 12: 373–377. 

Folmer O, Black M, Hoeh W, Lutz R, Vrijenhoek R (1994) DNA primers for amplification of 

mitochondrial cytochrome c oxidase subunit I from diverse metazoan invertebrates. 

Molecular Marine Biology and Biotechnology 3: 294–299. 

Hookabe N, Fujino Y, Jimi N, Ueshima R (2023) At the edge of the sea: the supralittoral 

nemertean, Acteonemertes orientalis sp. nov. (Nemertea: Eumonostilifera: 

Plectonemertidae) from Japan. Invertebrate Systematics 37: 444–456. 

亀井裕介、松田真紀子（2025）ナギサヒモムシの九州からの初記録．豊田ホタルの里ミュ

ージアム研究報告書  17: 121–122. 

Kozlov AM, Darriba D, Flouri T, Morel B, Stamatakis A (2019) RAxML-NG: a fast, scalable and 

user-friendly tool for maximum likelihood phylogenetic inference. Bioinformatics 35: 4453–

4455. 

Sievers F, Wilm A, Dineen D, Gibson TJ, Karplus K, Li W, Lopez R, McWilliam H, Remmert M, 

Söding J, Thompson JD, Higgins DG (2011) Fast, scalable generation of high‐quality 

protein multiple sequence alignments using Clustal Omega. Molecular Systems Biology 7: 

539. 

みちのくベントス、10: 17-21 (2026) 

－ 20 － － 21 －



千葉県館山市で採取されたハマガニ	

 
The mudflat crab Chasmagnathus convexus  (De Haan, 1835) collected from Tateyama 
City, Chiba Prefecture, eastern Japan 
 

山川宇宙 1＊・山下龍之丞 2・内田大貴 3 

Uchu Yamakawa1, Ryunosuke Yamashita2 and Daiki Uchida3 

 
1＊筑波大学大学院生命環境科学研究科生物科学専攻  uchukawaanago@gmail.com 
2 東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科応用環境システム学専攻  
3 大日本ダイヤコンサルタント株式会社  

 
1Biological Sciences,  Graduate School of Life and Environmental Sciences,  University 

of Tsukuba 
2Course of Applied Marine Environmental Studies,  Graduate School of Marine Science 

and Technology, Tokyo University of Marine Science and Technology 
3Dia Nippon Engineering Consultants Co.,  Ltd. 

 

はじめに	

	 ハマガニ Chasmagnathus convexus  (De Haan, 1835)は、東アジアの河口域や内湾の

塩性湿地、ヨシ原などに生息する、十脚目 Decapoda モクズガニ科 Varunidae の一

種である（酒井  1976; 三浦  2008; 鈴木  2012; 豊田・関  2014; 豊田  2019）。国内

では、宮城県の太平洋沿岸および青森県の日本海沿岸から琉球列島にかけて記録さ

れている（酒井  1976; 三宅  1983; 柚原・鈴木  2018; 豊田  2019）。このうち、東海

地方から西日本においては、本種の生息に好適な環境が残存しており、比較的安定

した個体群が多い一方で（三浦  2008; 鈴木  2012; 柚原・鈴木  2018）、東日本では

本種の出現記録は非常に少ない（柚原・鈴木  2018）。また、本種の主な生息環境で

ある高潮帯から潮上帯にかけての塩性湿地やヨシ原は、護岸壁の建設や河川改修、

埋立てなどにより破壊されつつあることから（鈴木  2012）、『環境省版海洋生物レ

ッドリスト』および『干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデータブッ

ク』において、本種は準絶滅危惧に選定されている（鈴木  2012; 環境省  2017）。

特に千葉県では、『千葉県レッドデータブック－動物編  2011 年改訂版』において、

消息不明・絶滅生物（環境省レッドリストの絶滅に相当）であるとされた（朝倉  

2011）。その後、同県内の複数河川で記録されたものの（田村・成田  2013; 布留川  

2015; 詳細は後述）、記録数は多いとは言えず、最新版の『千葉県レッドリスト  動

物編  2019 年改訂版』では、最重要保護生物（環境省レッドリストの絶滅危惧 IA

類に相当）に選定されている（千葉県環境生活部自然保護課  2019）。このように危

機的状況にある本種を保全するためには、まずは詳細な分布を明らかにすることが

不可欠である。  

	 著者らは 2025 年に千葉県館山市の下流域で水生動物の生息調査を実施し、ハマ
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ガニ 1 個体を採取した。これは同県における本種の新産地となるため、ここに報告

する。  

 

調査と方法	

	 調査は、 2025 年 11 月 2 日の 10–11 時に第 1、 2 著者を含む 4 名で、千葉県館山

市を流れる平久里川において実施し、徒手で採取した。採取した個体は実験室に持

ち帰り、氷殺後に甲長（CL）および甲幅（CW）の計測や体各部の観察を行った。

計測にはノギスを用い、 0.1 mm の精度で測定した。その後、 70%エタノール水溶

液で固定し、千葉県立中央博物館  分館海の博物館の甲殻類資料（CMNH-ZC）とし

て登録した。  

 

結果	

モクズガニ科  Family Varunidae 

ハマガニ  Chasmagnathus convexus  (De Haan, 1835) 

（図 1）  

 

図 1.	平久里川下流域で採取したハマガニ、CMNH-ZC 03016．氷殺後に撮影．	

 

	 標本：CMNH-ZC 03016、 1 雄、 32.5 mm CL、 42.4 mm CW、平久里川下流域（千

葉県館山市正木；北緯 35 度 00 分 43 秒、東経 139 度 52 分 18 秒）、 2025 年 11 月 2

日、徒手、山川宇宙採集。  

 

	 形態学的特徴および同定：甲はやや横長の丸みを帯びた四角形で、前後に強く湾

曲する。甲面は紫褐色で、短毛束と小顆粒が散在する。甲の中央に縦走する溝があ

り、胃域や心域に沿って後方に伸びる。溝内には短毛や顆粒を欠く。前側縁に眼窩

外歯を含めて鈍い 3 歯と、やや赤みを帯びた板状の縁取りをもつ。眼窩下縁には内
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側から順に大きい顆粒が 4 個、小さい顆粒が 4–5 個並ぶ。第 3 顎脚の長節は縦長。

鉗脚の掌部は滑らか、かつ鮮やかな紫色で、上縁に棘状の顆粒が並ぶ。指節は白色。

歩脚の腕節から指節にかけて短毛が密生する。歩脚の腹面は平滑。以上の特徴が、

三浦（ 2008）および豊田（ 2019）のハマガニの形態学的特徴と一致したため、本種

に同定された。  

 

生息環境：上記標本は、平久里川の河口から約 1.3 km 上流に架かる平成橋の直

下の右岸側において、ヨシ原を歩行しているところを採取された。このヨシ原の面

積は約 400 m2 で、感潮域に位置し、満潮時になると岸際の一部が水没する。採取

時は上げ潮であったが、ヨシ原は完全に干出していた。こうした環境は、上述のハ

マガニの主な生息環境と一致する。同所では、他にハマガニの雄 1 個体、ケフサイ

ソガニ Hemigrapsus penicillatus  (De Haan, 1835)、タカノケフサイソガニ H. takanoi  

Asakura & Watanabe, 2005、クロベンケイガニ Orisarma dehaani  (H. Milne Edwards, 

1853)、ベンケイガニ O. intermedium  (De Haan, 1835)、カクベンケイガニ Parasesarma 

pictum  (De Haan, 1835)、アカテガニ Chiromantes haematocheir  (De Haan, 1833)が確

認された。ヨシ Phragmites australis  (Cavanilles) Trinius ex Steudel,  1841 の根元周辺

には、ベンケイガニ科 Sesarmidae カニ類の巣孔が多く開いており、その中に混じ

ってハマガニのものと思われる大型の巣孔が約 10 個開いていた。なお、第 1 著者

は 2014年 9月にも同所を訪れているが、その際にはハマガニは確認できていない。  

 

考察	

	 ハマガニは、過去に千葉県内では小櫃川（木更津市）、保田川（安房郡鋸南町）、

二タ間川（鴨川市）、夷隅川水系三軒屋川（いすみ市）および一宮川（長生郡長生

村）から記録されていた（朝倉  2011; 田村・成田  2013; 柚原ほか  2013; 布留川  

2015; 環境省自然環境局生物多様性センター  2016; 乾ほか  2019; 千葉県立博物館  

2026）。したがって、本研究のハマガニ採取地点である平久里川（館山市）は、新

産地となる。  

	 千葉県におけるハマガニの既往記録を時系列で並べると、以下のようになる；過

去に小櫃川で記録されており（朝倉  2011）、また、 2005 年に保田川で 1 標本（千

葉県立中央博物館甲殻類資料 CBM-ZC 0016259）が採取されているが（千葉県立博

物館  2026）、『千葉県レッドデータブック－動物編  2011 年改訂版』では、消息不

明・絶滅生物であるとされた（朝倉  2011）。その後、田村・成田（ 2013）は、2003

年から 2012 年にかけて小櫃川で本種 13 個体（死骸を含む）を確認していることを

報告した。また、柚原ほか（ 2013）も、2004 年、2009 年および 2010 年のいずれか

に同河川で本種を確認している。上述のように、少なくとも小櫃川では本種が継続

的に確認されていることから、生息個体数は少ないものの、絶滅はしていなかった

と考えられる。また、 2014 年には夷隅川水系三軒屋川および一宮川において、そ

れぞれ本種 1 個体ずつが記録され（布留川  2015; 環境省自然環境局生物多様性セ

ンター  2016）、 2017 年には二タ間川で本種が目視観察された（乾ほか  2019）。さ

らに、2025 年には平久里川で本種 1 標本が得られ、他にも 1 個体が確認された（本
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研究）。このように近年は本種の記録河川数が増加しつつあり、小櫃川などの既知

の生息地から徐々に分布拡大している可能性がある。同様の事例は、干潟に生息す

る希少ハゼ科 Gobiidae 魚類のトビハゼ Periophthalmus modestus  Cantor,  1842 でも知

られている（田辺  2017; 山川ほか  2022）。他方、ハマガニは主に夜行性であり、

昼間は巣孔に隠れていることが多いため（三浦  2008; 鈴木  2012; 吉郷  2022）、日

中の調査では発見されにくく、既往記録が少数に留まっている可能性もある。  

	 本研究により平久里川において確認されたハマガニは、上記標本を含めて 2 個体

のみであった。しかし、本種のものと思われる巣孔は約 10 個あり、より多くの個

体が生息している可能性が高い。今後、主にハマガニが活動する夜間にも調査を実

施し、個体群の規模を把握する必要がある。他方、生息地のヨシ原は僅か 400 m2

程と小規模であり、護岸工事や河川改修などの人為的改変により容易に損なわれる

可能性がある。また、平久里川の位置する千葉県南部は小河川が多く（上原  1980）、

富津岬（富津市）および夷隅川（いすみ市）より南の地域には、河口域や内湾に塩

性湿地やヨシ原を有する大きな干潟は存在しない（環境庁自然保護局  1994）。した

がって、平久里川におけるハマガニ生息地は、同地域の本種個体群を維持するため

に重要な場所であると考えられ、ヨシ原が失われないように保全していくことが望

まれる。  
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青森県におけるヒメアカイソガニ A c m a e o p l e u r a  p a r v u l a の分布	
	

株式会社エコリス	

真部和代	

	

はじめに	

ヒメアカイソガニ A c m a e o p l e u r a  p a r v u l a  S t i m p s o n ,  1 8 5 8 	は十脚目モクズ

ガニ科ヒメアカイソガニ属のカニであり、岩手県・秋田県から九州(鹿児島県)、	

奄美大島の波当たりの強い開放的な転石海岸の潮間帯に生息するが、潮下帯での

確認記録もある(大澤	2 0 2 2、大土･早川	2 0 2 4 )。2 0 2 5 年 1 0 月、11 月に青森県

内での分布について調査を行ったので、ここに報告する。	

	

調査結果と考察	

2 0 2 5 年 3 月 2 6 日、青森県風間浦村の干出した礫浜海岸で採集された標本を株

式会社エコリス赤池貴大氏より提供頂いた。その後、20 2 5 年 1 0 月 1 2 日～14 日、

11 月 1 6 日に青森県内 10 箇所で本種を確認し、採集した(図１）。本種が生息し

ていた地点の多くは、外洋に面した礫浜海岸であり(図 2. A , B )、潮間帯の干出し

た石礫下(図 2. C )において採集した。今回の調査では、青森県の日本海側、太平

洋側ともに広く確認され、青森県内全域に広く生息していると考えられる。ただ

し、陸奥湾については、調査地点が少ないこともあり、確認はむつ市脇野沢 1 地

点のみで、湾内の詳細な分布は不明である。なお、赤池氏から提供頂いた標本と、

佐井村願掛岩周辺から採集された個体は共に抱卵個体が含まれていた。このこと

から、青森県内では、短くとも 10 月～翌年 3 月が抱卵期であり、和歌山県白浜

町におけるヒメアカイソガニの研究事例とほぼ同様の繁殖期間であると考えられ

る(F u k u i 	 1 9 8 8 )。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 1 .採集地点 .● :ヒメアカイソガニ確認点. 	▲ :ヒメアカイソガニ抱卵個体確認地点. 	

■ :ヒメアカイソガニ・アカイソガニ確認地点.●:確認されなかった地点. 	

赤 池 氏 提供 標 本 	
( 抱 卵 個 体含 む ) 	
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	 本種の形態的特徴は、甲は扁平で前に広がる楕円形、甲面や鉗、歩脚に短毛が

密に生える。前側縁に歯はなく、前側角は丸く、甲域は区画されない。鉗脚は

左右同大で、鉗脚の指節の基部に長毛の房があり、各節の内縁、外側に長毛が

疎らに生えるとされ(今原 20 2 3 )、これらの特徴が採集個体と同様であるため、

本種と同定した(図 3)。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 2 .採集地点景観. 	 A :東通村ツボケ沢海岸( 2 0 2 5 	年 	1 0 	月 1 4 	日撮影) . 	 B , C :佐井村	

	 	 願掛岩周辺	 ( 2 0 2 5 	年 	1 0 	月 	1 4 	日撮影) . A , B :遠景. C :採取場所の状況. 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 3 .ヒメアカイソガニ A c m a e o p l e u r a 	 p a r v u l a . 	 A , B : 	東通村ツボケ沢海岸産. 	

C : 	佐井村願掛岩周辺産( 2 0 2 5 	年 	1 0 	月 	1 4 	日撮影) . 	 A :背面. 	 B :腹面(指節基部	

の毛	 (黄色囲み) ) . 	 C :抱卵個体. 	

	

ヒメアカイソガニの分布は日本海側の北限が秋田県、太平洋側が岩手県とされ

ており、今回の確認は分布域の空白地であった青森県についても、広く生息して

いる事を示すものとなった。また、抱卵個体も確認されていることから、一時的

な分散ではなく青森県内に定着していると考えられる。	

な お 今 回 の 調 査 で は 、 同 様 の 環 境 に 生 息 す る ア カ イ ソ ガ ニ C y c l o g r a p s u s  

i n t e r m e d i u s 	O r t m a n n ,  1 8 9 4 を 2 地点(図 1.深浦町須郷岬周辺、階上町追越漁港

周辺)で確認した。本種は北海道南部以南に生息し、青森県では深浦町での記録

がある(今原 20 2 3、内田他 19 7 0 )。一方、太平洋側の分布は、今原(2 0 2 3 )では

相模湾から沖縄とされ、宮城県(2 0 2 4 )に本種の記載があることから、北限は宮城

県と考えられ、今回の確認は分布の北限を更新するものとなった。なお本種の同

定については、今原(2 0 2 3 )による形態的特徴の記述を参考に行った(図 4)。	

	

	

AA 		 BB 		 CC 		

1 0 m m 	

AA 		 BB 		 CC 		

－ 28 －



	

	

	

	

	

	

	

図 4 .アカイソガニ C y c l o g r a p s u s 	 i n t e r m e d i u s . (階上町追越漁港周辺産) . 	

A :背面. 	 B :腹面. 	

	
	

ヒメアカイソガニは陸奥湾の湾奥を除けば、青森県内広範囲に生息している。

一方東北地方では、山形県レッドデータブックにおいて情報不足、宮城県レッド

デ ー タ リ ス ト に お い て 絶 滅 危 惧 Ⅱ 類 に 指 定 さ れ て い る ( 山 形 県 	 2 0 1 9 、 宮 城 県	

2 0 2 4 )。またアカイソガニは、宮城県レッドデータリストにおいて準絶滅危惧種

に指定され(宮城県	 2 0 2 4 )、太平洋側の北限個体群として貴重であると考えられ

る。また、両種が生息する環境は護岸工事が実施されるなど環境改変にさらされ

る可能性が高い。そのため、両種は良好な礫浜海岸の指標種と捉えることもでき

ることから、今後も生息範囲等をモニタリングする事が望ましいと考えられる。	
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東京湾奥部の潟湖におけるニホンスナモグリ、ハサミシャコエビ、アナジャコ

幼生の 1998 年の季節分布 

	

木下今日子（東邦大学東京湾生態系センター）	

 
Seasonal  distr ibution of  the ghost  shrimp Neotrypaea japonica  and mud 
shrimps  Laomedia astacina  and Upogebia major  larvae in  a lagoon 
along the inner head of  Tokyo Bay in  1998.  
 
K yoko  K inosh i t a ,  Tokyo  B ay  E cosys t em  R esea rch  C en te r,  Toho  U n ive r s i ty  

 
はじめに   
	 海産無脊椎底生動物（ベントス）の多くは、生活史の初期段階を浮遊幼生期として

過ごし、その後、生存に適した環境に着底して底生生活へ移行する。浮遊幼生期は個

体群の分散や連結性（コネクティビティ）を規定し、種の分布域の形成や局所個体群

の維持において極めて重要な段階である（風呂田 2005、C ow en  &  Sponaug le2009）。

したがって、幼生の出現時期や発育段階別の分布特性を把握することは、ベントス個

体群の動態を理解するうえで必要不可欠である。しかし、初期生活史に関する知見は

種や地域によって偏りがあり、多くのベントスでは基礎的な生態情報が十分に蓄積さ

れていない。	

	 十脚目甲殻類であるニホンスナモグリ N eo t rypaea  japon ica	(旧学名	C al l ianassa  

japon ica、Nihono t rypaea  j apon ica、 see  M ann ing  &  Tam ak i1998、  Poore  e t  a l .  

2019)、ハサミシャコエビ Laom ed ia  a s tac ina、アナジャコ U pogeb ia  m a jor は、い

ずれも砂泥底に深い巣穴を形成して生息するベントスであり、底質環境の物質循環や

同所的ベントス群集に大きな影響を及ぼす生態系エンジニアとして知られている

（e .g . ,  A tk inson  &  Tay lo r2005）。これら 3 種はかつてアナジャコ下目

Tha la s s in idea に分類されていたが、現在ではニホンスナモグリがアナエビ下目

Axi idea、ハサミシャコエビとアナジャコがアナジャコ下目 Geb i idea に再分類されて

いる（Poore  e t  a l .  2014）。ニホンスナモグリとアナジャコについては、有明海およ

び東京湾において、幼生期を含む生活史が報告されている (Tam ak i  e t  a l . 1997、

Tam ak i  &  M iyabe2000、K inosh i t a  e t  a l . 2003 )	。一方、ハサミシャコエビに関する

生活史の知見は乏しく、伊東ら（2014）が東京湾多摩川河口域において幼生の出現

を報告しているものの、調査は 8 月に限られており、季節的変動の把握には至ってい

ない。	

	 近年、沿岸域では海水温上昇や貧酸素化の進行など、気候変動に伴う環境変化が顕

在化している（金谷・柚原 2024）。ベントスの生活史の中でも幼生期は気候変動に対

して特に感受性が高く、温暖化により発育速度や生残が変化するとともに、幼生の出

現時期の早期化や浮遊期間の短縮を通じて分散や個体群への加入に影響が及ぶことが

報告されている（K irby  e t  a l . 2008、Richa rdson2008、B yrne  &  P rzes l aw sk i2013）。
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このため、過去の環境条件下における

幼生の出現状況を記録したデータは、

将来の環境変動に対する生態系応答を

評価する上で重要な情報となる。	

そこで本研究では、東京湾奥部の潟

湖において 1997 年 12 月から 1998 年

12 月までに実施された年間調査に基づ

き、ニホンスナモグリ、ハサミシャコ

エビおよびアナジャコの幼生について、

発育段階ごとの季節的出現パターンを

明らかにし、環境条件との関係を検討

した。本稿は、将来的な環境変動にと

もなう沿岸生態系の変化を評価するた

めの基礎資料を提供することを目的と

する。	

 
材料と方法 

 調査地である千葉県行徳鳥獣保護区の新浜湖は、東京湾最奥部に位置する面積約 30	

ha、水深約 5	m の人口潟湖である（蓮尾・風呂田 2000）。湖水は北側に設置された

水門を通じて江戸川放水路と接続し、これを介して東京湾との間で海水の交換が行わ

れている。新浜湖内では 3 種すべてで着底期以降の個体が確認されている（蓮尾・風

呂田 2000，K inosh i t a  e t  a l . 2003、齋藤・木下 2004）。幼生の採集は湖内 9 地点で実

施し（Fig .  1）、丸特ネット（直径 45  cm、目合い 0 .033  cm）を用いて、湖底から水

面までの垂直曳きにて行った。採集した幼生は 10%海水ホルマリンで固定し、実験室

に持ち帰った後、実体顕微鏡下で成長段階（ステージ）別に個体数を計測し、密度を

算出した。種の同定は Kura ta  (1965 )、Fukuda  (1982 )および Konish i  (1989 )を元に

して行った。これまでに報告されている幼生のステージは、Pos t - l a rva 期を除き、ニ

ホンスナモグリとハサミシャコエビは Z oea  5 期、アナジャコは Zoea	3 期までであ

る（Fukuda  1982 ,  K on i sh i  1989 ,  M iyabe  e t  a l .  1998）。環境条件の指標として、湖

内の 1 地点で水温および溶存酸素濃度（DO）を測定した（UC-12、セントラル科学）。

また同地点で採水を行い、実験室内で塩分を測定した（シナール塩分濃度計 NS-3P、

メルバブ貿易）。	

	

結果	

	 幼生は、ニホンスナモグリでは 1998 年 4 月から 9 月、ハサミシャコエビでは 5 月

から 9 月、アナジャコでは 2 月から 5 月にかけて採集された(Fig .  2)。採集された幼

生のステージは、ニホンスナモグリでは Z oea  １期と 2 期に限られていた。一方、ハ

サミシャコエビとアナジャコでは、Pos t - l a rva 期を除き、これまでに記載されている

全ての幼生のステージが確認された。ハサミシャコエビでは Z oea  3 期以降の幼生に

おいて、尾節の尾棘（ t e l son  co rnu）の形態に Fukuda  (1982 )の記載とは異なる特徴

 
F i g . 1 .  新浜湖の調査地 図． 破線の地域は干潟にな

る 区域、 ○印は幼生の採集地点、 （ Ａ） は環境調査の

測定地点を 示す． 
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が認められた(Fig .  3)。

調査期間中の環境条件

として、水温は 7 .5〜

28 .3℃、DO は 0 .3〜

10 .4  m g /L の範囲で推

移した(Fig .  4)。特に、

DO が 3  m g /L 未満とな

る貧酸素状態は 4 月か

ら 9 月にかけて頻繁に

観察された。塩分は

22 .8〜28 .9 の範囲で変

動した。	

	

考察	

	 幼生の出現時期から

推定される繁殖期は、

ニホンスナモグリおよ

びハサミシャコエビは

春から夏、アナジャコ

は冬から春であった。

本調査期間中に新浜湖

で採集された抱卵メス

は、ニホンスナモグリ

では 1998 年 3 月から 8

月、アナジャコでは

1998 年 1 月から 4 月お

よび 12 月に確認されて

おり（K inosh i t a  e t  

a l . 2003、齋藤・木下

2004）、本研究で得られ

た幼生の出現時期と整

合した。	

	 ニホンスナモグリの

幼生は Z oea  5 期まで発

育するが(M iyabe  e t  

a l . 1998)、本研究では

Z oea  2 期までしか確認

されず、後期ステージ

は出現しなかった。こ

の要因として、新浜湖	

 
F i g . 2 .  3 種の幼生の出現 状況． それぞ れ 9 地点の平均密度 を示す ． 

   

 
 

F i g . 3 . ハサミシ ャコ エビ の Z oe a3 期の尾節の写真 ．Fu kuda  ( 19 82 )との

相違点を 四角枠で 示した． 本研究 で得ら れた 標本で は尾棘が 3 本で 最

外棘（1 ）がも っ とも長 く、 内側の 2 番目の棘（ 2 ）は短 小な「 異尾小毛」 、

3 番目の棘（ 3）は最 外棘より も短 い． 一方、 Fu kuda  ( 19 82 ) で は同部位

に 4 本の尾棘があ り、 最外棘よ りも 4 番目の棘が長い とされて いる ． 
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F i g .  4 .  Ａ地 点 に お け る 水 温 、溶 存 酸 素 濃 度 、塩 分 の 測 定 結 果 ． 

表 層 お よ び 海 底 か ら 1 m 以 内 の 値 を 示 す ． 

	

の環境および後期幼生の行動特性が関与している可能性がある。伊東ら	(2014)は、

多摩川河口域においてニホンスナモグリの幼生が塩分 20 以上の水域に分布し、Zoea  

3 期以降の幼生は東京湾内で確認されたことを報告している。また、Tam ak i  &  

M iyabe  (2000 )は、有明海において Zoea  3 期以降の幼生が塩分 30 以上、水深 20〜

40  m の中層域に分布すると述べている。新浜湖は江戸川放水路と接続する水門１箇

所のみで海水交換が行われる閉鎖的な環境であり、塩分が低く水深も浅い上に海底が

貧酸素状態になりやすい。このような環境は後期幼生の滞留に適さない可能性がある。

さらにスナモグリ属の後期幼生では日周鉛直移動（D ie l  Ve r t i ca l  M ig ra t ion :  D V M）

が知られており、ハルマンスナモグリ N eo t rypaea  harm and i では発生後期に日中海

底付近へ滞留する行動が報告されている（Tam ak i  e t  a l . 2010）。本研究で用いた垂直

曳きによる採集方法では、底層にいた幼生を十分に補足できなかった可能性も否定で

きない。一方、アナジャコやハサミシャコエビは後期幼生も採集されており、幼生の

鉛直分布様式や生息環境の利用がニホンスナモグリとは異なることが示唆された。	

Figure 4 
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	 新浜湖で採集されたハサミシャコエビ幼生では、Zoea  3 期以降の尾棘の形態に既

報と異なる特徴が認められた。尾節の形態は分類群間および発育段階による変異が大

きく、種および期の同定に有用な形質のひとつである（小西 2025）。一方で、十脚目

甲殻類の幼生では、体サイズや細部形質が水温や捕食者の存在などの環境要因で変化

することも広く知られている（B ashevk in  e t  a l . 2020）。したがって、本研究で認めら

れた形態差が、環境要因による可塑的変異である可能性も考慮する必要がある。新浜

湖で採集された着底期以降の個体は Haan（1833-1850）の記載と相違なかったが、

韓国ではこれまで 1 種とされていた Laomed ia 属が 4 種であったことが報告されてい

ることから（Seo  &  K oo2021）、日本でも分子系統解析等を含む分類学的再検討が望

まれる。	

	 結論として、本研究により東京湾奥部の潟湖におけるニホンスナモグリ、ハサミシ

ャコエビ、アナジャコの幼生出現時期と発育段階別分布が明らかとなった。特に、ニ

ホンスナモグリでは後期幼生が出現しないこと、ハサミシャコエビでは後期幼生まで

出現し、既報と異なる形態変異が認められることなど、種間で異なる幼生動態が示さ

れた。これらの知見は、閉鎖性水域における幼生輸送および滞留機構の理解に寄与す

るとともに、1990 年代後半の環境条件下における幼生動態を示すベースラインとし

て、将来的な気候変動影響評価や長期モニタリング研究の基礎資料となることが期待

される。	
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Abstract 
	 Mutsu Bay is located in northern Aomori Prefecture and is surrounded by the Tsugaru, 

Natsudomari, and Shimokita peninsulas. Records of marine heterobranch sea slugs in this 

area have accumulated since the 1930s, but most are fragmentary, and only a few studies 
have focused specifically on these animals. In our study, we conducted a literature review 

and field surveys around Asamushi and compiled a checklist of heterobranch sea slug species 

recorded from Mutsu Bay. This paper reports 48 species belonging to the orders Acteonida (2 
spp.), Ringiculida (2 spp.), Pleurobranchida (2 spp.), Doridida (22 spp.), and Nudibranchia 

(20 spp.).  

 

はじめに	

	 ウミウシ類とは，軟体動物門腹足綱異鰓亜綱に属するドーリス目，裸鰓目，アメフ

ラシ目等の総称であり，日本近海には 1,400種以上が生息するとされる（中野  2019b）．

近年では，スキューバダイビングで撮影された潮下帯に生息する種の写真記録が充実

する一方で，多くの未同定種・未記載種の存在も明らかとなっており（e.g., 中野  2018, 

2019a, b; 小野・加藤  2020），分類学的検討が追い付いていない状況にある．また，本

邦沿岸に広く分布し発見機会の高い種などごく一部を除いて，分布や生態に関する基

礎的データの蓄積も十分でない．  

	 青森県北部に位置する陸奥湾は，津軽半島・夏泊半島・下北半島に囲まれた湾であ

る（Fig. 1）．津軽半島と下北半島の間に形成された平舘海峡を介して津軽暖流が湾内

に流入することから，暖水性生物の出現も稀ではない（e.g., 中山ほか  2025; 福森ほか  
2026）．陸奥湾の生物相に関しては，東北大学の浅虫臨海実験所（現  浅虫海洋生物学

教育研究センター ; 以下，浅虫センターと略記）設立当時に包括的な調査が行われ，

その成果は「東北帝國大學理科報告（生物學）」の「Report of the Biological Survey of 
Mutsu Bay」シリーズとして 37 報の学術論文に纏められている．このうち，ウミウシ

類は馬場菊太郎によって研究され，ドーリス目 12 種と裸鰓目 7 種の計 19 種が報告さ

れた（Baba 1935）．その後も，同氏によって浅虫周辺を中心に産出報告が行われたも

のの（Baba 1940, 1957; 馬場  1957），これらを除けば，ウミウシ類に着目した研究は
青森県産アメフラシ類の分布記録を纏めた福森ほか（2026）に限られ，それ以外は図

鑑や底生動物の調査報告の一部に掲載されるなど断片的な記録が残されているに過ぎ

ない．さらに，ウミウシ類の分類体系も馬場による研究が行われた 20 世紀と現在では
大きく異なる部分もあることから，陸奥湾の生物相を把握する上で，最新の知見を反

映した記録種の整理が不可欠である．そこで本研究では，文献調査及び浅虫周辺での

野外調査を実施し，同海域に生息するウミウシ類の多様性把握の基礎的データとなる

種名目録の作成を目的とした．本稿では，目録の第一報目としてオオシイノミガイ目，

マメウラシマ目，フシエラガイ目，ドーリス目及び裸鰓目について報告する．  
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Abstract 
	 Mutsu Bay is located in northern Aomori Prefecture and is surrounded by the Tsugaru, 

Natsudomari, and Shimokita peninsulas. Records of marine heterobranch sea slugs in this 

area have accumulated since the 1930s, but most are fragmentary, and only a few studies 
have focused specifically on these animals. In our study, we conducted a literature review 

and field surveys around Asamushi and compiled a checklist of heterobranch sea slug species 

recorded from Mutsu Bay. This paper reports 48 species belonging to the orders Acteonida (2 
spp.), Ringiculida (2 spp.), Pleurobranchida (2 spp.), Doridida (22 spp.), and Nudibranchia 

(20 spp.).  

 

はじめに	

	 ウミウシ類とは，軟体動物門腹足綱異鰓亜綱に属するドーリス目，裸鰓目，アメフ

ラシ目等の総称であり，日本近海には 1,400種以上が生息するとされる（中野  2019b）．

近年では，スキューバダイビングで撮影された潮下帯に生息する種の写真記録が充実

する一方で，多くの未同定種・未記載種の存在も明らかとなっており（e.g., 中野  2018, 

2019a, b; 小野・加藤  2020），分類学的検討が追い付いていない状況にある．また，本

邦沿岸に広く分布し発見機会の高い種などごく一部を除いて，分布や生態に関する基

礎的データの蓄積も十分でない．  

	 青森県北部に位置する陸奥湾は，津軽半島・夏泊半島・下北半島に囲まれた湾であ

る（Fig. 1）．津軽半島と下北半島の間に形成された平舘海峡を介して津軽暖流が湾内

に流入することから，暖水性生物の出現も稀ではない（e.g., 中山ほか  2025; 福森ほか  
2026）．陸奥湾の生物相に関しては，東北大学の浅虫臨海実験所（現  浅虫海洋生物学

教育研究センター ; 以下，浅虫センターと略記）設立当時に包括的な調査が行われ，

その成果は「東北帝國大學理科報告（生物學）」の「Report of the Biological Survey of 
Mutsu Bay」シリーズとして 37 報の学術論文に纏められている．このうち，ウミウシ

類は馬場菊太郎によって研究され，ドーリス目 12 種と裸鰓目 7 種の計 19 種が報告さ

れた（Baba 1935）．その後も，同氏によって浅虫周辺を中心に産出報告が行われたも

のの（Baba 1940, 1957; 馬場  1957），これらを除けば，ウミウシ類に着目した研究は
青森県産アメフラシ類の分布記録を纏めた福森ほか（2026）に限られ，それ以外は図

鑑や底生動物の調査報告の一部に掲載されるなど断片的な記録が残されているに過ぎ

ない．さらに，ウミウシ類の分類体系も馬場による研究が行われた 20 世紀と現在では
大きく異なる部分もあることから，陸奥湾の生物相を把握する上で，最新の知見を反

映した記録種の整理が不可欠である．そこで本研究では，文献調査及び浅虫周辺での

野外調査を実施し，同海域に生息するウミウシ類の多様性把握の基礎的データとなる

種名目録の作成を目的とした．本稿では，目録の第一報目としてオオシイノミガイ目，

マメウラシマ目，フシエラガイ目，ドーリス目及び裸鰓目について報告する．  
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調査方法	

	 本研究では，異鰓亜綱に属するオオシイノミガイ目，マメウラシマ目，フシエラガ

イ目，ドーリス目，裸鰓目，ヒトエガイ目，頭楯目，ウズムシウミウシ目，アメフラ

シ目，翼足目，スナウミウシ目及び嚢舌目を「ウミウシ類」と定義，文献調査の対象

として種名目録を作成した（各産地は Fig. 1 を参照）．なお，産出記録の詳細が示され

ず，分布域として地名のみが列記された二次的な記録については，その文献が特定の

種の初出である場合（e.g., Baba 1933a, b），あるいは陸奥湾及びその周辺海域に着目し
た報告である場合（ e.g., Baba 1957; 馬場  1957）を除いて参照資料から除外した．属

レベル以上の同定に留まっている種については，形態の記載あるいは図示がある場合

を除いて掲載しなかった．目録中の分類体系及び科階級以上の和名は概ね福田（2021）
や  Korshunova et al. (2025) に準拠し，一部については適宜他の文献を参照した．さら

に，浅虫センター地先とその周辺において，著者ら及び同センターの技術職員（阿部

広和氏，平林  勲氏，小山  寛氏）が撮影・採集した種についても目録に加え，本調査

で陸奥湾初記録となった種，あるいは既往の産出記録が 1 例のみの種については記録
個体を図示した．本稿では，上記の分類群のうちオオシイノミガイ目，マメウラシマ

目，フシエラガイ目，ドーリス目，裸鰓目について報告する．  

	

Fig. 1. Localities of previously recorded heterobranch sea slugs in Mutsu Bay, Aomori Prefecture. 1. 
Kanita (蟹田);	2. Okidate (沖舘);	3. Estuary of Tsutsumi River and Gappo (堤川河口･合浦);	4. Nonai 
(野内);	5. Kugurizaka (久栗坂);	6. Asamushi (浅虫);	7. Tsuchiya	(土屋);	8. Moura	(茂浦);  9. Inou 
(稲生);  10. Oshima (大島);  11. Kominato (小湊);	12. Noheji	(野辺地);  13. Yokohama	(横浜);	14. 
Ominato Bay (大湊湾);  15. Ashizaki (芦崎);	16. Kawauchi	(川内);	17. Wakinosawa (脇野沢).		

陸奥湾産ウミウシ類目録	

調査の結果，オオシイノミガイ目 2 種，マメウラシマ目 2 種，フシエラガイ目 2 種，

ドーリス目 22 種，裸鰓目 20 種の計 48 種が確認された（初記録種は種名の前に●を付
した）．以下，各記録種について産地別に記録の詳細を示す．		

Order Acteonida Minichev, 1967 オオシイノミガイ目  
Superfamily Acteonoidea A. d'Orbigny, 1842 オオシイノミガイ上科  

Family Acteonidae A. d'Orbigny, 1842 オオシイノミガイ科  
1. Japonacteon nipponensis (Yamakawa, 1911) ムラクモキジビキガイ  
	 記録：青森市合浦（三輪  1988: 112），むつ市城ヶ沢芦崎（むつ市史編さん委員会  1989: 

570; 鳥海  1973b: 20, table 13, 27, table 15; 前田  2003: 87; 三上  2019: 78, 80, table 1, 83, 
fig. 16; 鈴木・三上  2022: 74–76, table 1, 79, appendix-table b; 中山・福森  2024: 43, 

－ 38 －



調査方法	

	 本研究では，異鰓亜綱に属するオオシイノミガイ目，マメウラシマ目，フシエラガ

イ目，ドーリス目，裸鰓目，ヒトエガイ目，頭楯目，ウズムシウミウシ目，アメフラ

シ目，翼足目，スナウミウシ目及び嚢舌目を「ウミウシ類」と定義，文献調査の対象

として種名目録を作成した（各産地は Fig. 1 を参照）．なお，産出記録の詳細が示され

ず，分布域として地名のみが列記された二次的な記録については，その文献が特定の

種の初出である場合（e.g., Baba 1933a, b），あるいは陸奥湾及びその周辺海域に着目し
た報告である場合（ e.g., Baba 1957; 馬場  1957）を除いて参照資料から除外した．属

レベル以上の同定に留まっている種については，形態の記載あるいは図示がある場合

を除いて掲載しなかった．目録中の分類体系及び科階級以上の和名は概ね福田（2021）
や  Korshunova et al. (2025) に準拠し，一部については適宜他の文献を参照した．さら

に，浅虫センター地先とその周辺において，著者ら及び同センターの技術職員（阿部

広和氏，平林  勲氏，小山  寛氏）が撮影・採集した種についても目録に加え，本調査

で陸奥湾初記録となった種，あるいは既往の産出記録が 1 例のみの種については記録
個体を図示した．本稿では，上記の分類群のうちオオシイノミガイ目，マメウラシマ

目，フシエラガイ目，ドーリス目，裸鰓目について報告する．  

	

Fig. 1. Localities of previously recorded heterobranch sea slugs in Mutsu Bay, Aomori Prefecture. 1. 
Kanita (蟹田);	2. Okidate (沖舘);	3. Estuary of Tsutsumi River and Gappo (堤川河口･合浦);	4. Nonai 
(野内);	5. Kugurizaka (久栗坂);	6. Asamushi (浅虫);	7. Tsuchiya	(土屋);	8. Moura	(茂浦);  9. Inou 
(稲生);  10. Oshima (大島);  11. Kominato (小湊);	12. Noheji	(野辺地);  13. Yokohama	(横浜);	14. 
Ominato Bay (大湊湾);  15. Ashizaki (芦崎);	16. Kawauchi	(川内);	17. Wakinosawa (脇野沢).		

陸奥湾産ウミウシ類目録	

調査の結果，オオシイノミガイ目 2 種，マメウラシマ目 2 種，フシエラガイ目 2 種，

ドーリス目 22 種，裸鰓目 20 種の計 48 種が確認された（初記録種は種名の前に●を付
した）．以下，各記録種について産地別に記録の詳細を示す．		

Order Acteonida Minichev, 1967 オオシイノミガイ目  
Superfamily Acteonoidea A. d'Orbigny, 1842 オオシイノミガイ上科  

Family Acteonidae A. d'Orbigny, 1842 オオシイノミガイ科  
1. Japonacteon nipponensis (Yamakawa, 1911) ムラクモキジビキガイ  
	 記録：青森市合浦（三輪  1988: 112），むつ市城ヶ沢芦崎（むつ市史編さん委員会  1989: 

570; 鳥海  1973b: 20, table 13, 27, table 15; 前田  2003: 87; 三上  2019: 78, 80, table 1, 83, 
fig. 16; 鈴木・三上  2022: 74–76, table 1, 79, appendix-table b; 中山・福森  2024: 43, 

appendix-table）．  

2. Pupa strigosa (A. A. Gould, 1859) コシイノミガイ  
	 記録：青森市合浦（三輪  1988: 112）．  

Order Ringiculida Minichev & Starobogatov, 1979 マメウラシマ目  
Superfamily Ringiculoidea R. A. Philippi, 1853 マメウラシマ上科  

Family Ringiculidae R. A. Philippi, 1853 マメウラシマ科  
3. Ringicula arctata A. A. Gould, 1860 
	 記録：東津軽郡平内町茂浦（Nomura 1939: 13–14, pl. 2, figs. 14a, b, 17a, b）．  

4. Ringicula doliaris A. A. Gould, 1860 マメウラシマ  
	 記録：東津軽郡［外ヶ浜町蟹田（鳥海  1973a: 193, table 2），平内町茂浦（鳥海  1973a: 

同上）］，青森市［堤川河口（鳥海  1973a: 同上），浅虫（小滝  1970: 6; 石山  1970: 178, 

table; Tsuchiya & Emig 1983: 148, table 2）］，上北郡横浜町沖（石川  1975: 106, table 2），

むつ市［大湊湾（鳥海  1973a: 同上），川内町沖（石川  1975: 同上）］，陸奥湾内の詳細
不明産地（石川  1973: 30）．  

Order Pleurobranchida Deshayes, 1832 フシエラガイ目  
Superfamily Pleurobranchoidea J. E. Gray, 1827 フシエラガイ上科  

Family Pleurobranchidae J. E. Gray, 1827 フシエラガイ科  
5. Boreoberthella chacei (J. Q. Burch, 1944) スズヤカフシエラガイ  
	 記録：東津軽郡平内町大島［小野・加藤  2020: 41, as Berthella californica (Dall, 1900)］，

青森市浅虫（浅虫海洋生物学教育研究センター  2026: as Be. californica）．  
	 備考：従来，本種の学名は Be. californica とされてきたが（e.g., 中野  2018, 2019b; 小

野・加藤  2020），本稿では柏尾・山崎（2021: 4, fig. 2A）に従い本種の学名に Bo. chacei 

(= Be. chacei) を採用した．  

Family Pleurobranchaeidae Pilsbry, 1896 ウミフクロウ科  
6. Pleurobranchaea japonica Thiele, 1925 ウミフクロウ  

	 記 録：東津軽郡平内町［茂浦（鳥海  1973a: 194, table 2, as Pleurobranchaea 

novaezealandiae Cheeseman, 1878），小湊（石川  1972: 13）］，青森市浅虫（Baba 1957: 8, 

as P. novaezealandiae; 鳥海  1973b: 8, table 4, 28, table 15），上北郡野辺地町（鳥海  
1973a: 同上），むつ市川内町（今井ほか  2007: 61, appendix-table 3）．  

Order Doridida Pelsener, 1894 ドーリス目  
Superfamily Doridoidea Rafinesque, 1815 ドーリス上科  

Family Dorididae Rafinesque, 1815 ドーリス科  
7. Homoiodoris japonica Bergh, 1882 ヤマトウミウシ  
記録：東津軽郡平内町大島（中野  2019a: 61），青森市浅虫（Baba 1935: 347–348, text-fig. 

11; Baba 1957: 9; 長内  1978: 26; 浅虫海洋生物学教育研究センター  2026），むつ市芦
崎（鈴木ほか  2008: 83, appendix-table a; 鈴木  2017: 97, appendix-table a; 鈴木・三上  

2022: 79, appendix-table a）．  

Family Discodorididae Bergh, 1891 ツヅレウミウシ科  
8. ●Carminodoris armata Baba, 1993 マンリョウウミウシ（Fig. 2A）  
	 記録：青森市浅虫（本研究 : 1 個体 , 2025 年 12 月 11 日 , 阿部広和撮影）．  
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Fig. 2. Remarkable heterobranch sea slugs recorded in Asamushi, Mutsu Bay. A. Carminodoris armata (マ
ンリョウウミウシ),	11 Dec. 2025, photo by H. Abe; B, C. Jorunna  sp.	(ゴマフビロードウミウシ属の一
種)	and its egg mass, 17 Oct. 2022, photo by H. Sato; D. Gymnodoris sp. (キヌハダウミウシ属の一種),  
3 Aug. 2018, photo by H. Abe; E. Verconia nivalis (シラユキウミウシ),	20 Aug. 2025, photo by H. 
Fukumori; F. Dendrodoris krusensternii (ミヤコウミウシ),	5 Nov. 2025, photo by I. Hirabayashi; G. 
Anteaeolidiella takanosimensis (ホンミノウミウシ),	12 Nov. 2025, photo by I. Hirabayashi; H. Tenellia 
ornata	(フジエラミノウミウシ),  28 Jul. 2025, photo by H. Sato; I. Aeolidina fam. gen. et sp. 2 (ミノウ
ミウシ亜目の一種-- 2)) ,, 		 2 Jul. 2025, photo by H. Koyama. 

 

9. Diaulula odonoghuei (Steinberg, 1963) エゾカスリウミウシ  
	 記録：青森市浅虫（Baba 1935: 346–347, text-fig. 10, as Peltodoris mauritiana Bergh,  

1889; Baba 1957: 9, 13, fig. 6, as Diaulula sandiegensis (Cooper, 1863); 馬場  1957: 114）． 

	 備考：従来，本種の学名は D. sandiegensis とされてきたが（e.g., Baba 1957），本稿
では柏尾・山崎（2021: 5, fig. 2C）に従い本種の学名に D. odonoghuei を採用した．  

10. ●Jorunna sp. ゴマフビロードウミウシ属の一種（Figs. 2B, C）  
記録：東津軽郡平内町稲生（本研究 : 2 個体 , 2022 年 10 月 17 日 , 佐藤宏樹撮影）．  

備考：本調査で得られた 2 個体は，体地色は紫がかった灰褐色で，背面に白色の輪
状紋が散在する ; 体は楕円形で背面は絨毛状突起で覆われるといった形態的特徴を有

し，これらは中野（2018: 252; 2019b: 252）の示すフイリビロードウミウシ Jorunna 

ramicola Miller, 1996 に類似するが，歯舌や生殖器等の内部形質は未検討のため，本稿
では属レベルの同定に留めた．   

11. Rostanga orientalis Rudman & Avern, 1989 イソウミウシ  
	 記録：青森市浅虫［Baba 1933b: 277, as Rostanga muscula (Abraham, 1877)］，陸奥湾

内の詳細不明産地［Baba 1957: 9, as Rostanga arbutus (Angas, 1864)］．  

12. Rostanga sp. イソウミウシ属の一種  

	 記録：東津軽郡平内町大島（中野  2018: 254, as Rostanga sp. 10; 中野  2019b: 254, as 

Rostanga sp. 10）．  

Superfamily Polyceroidea Alder & Hancock, 1845 フジタウミウシ上科  
Family Polyceridae Alder & Hancock, 1845 フジタウミウシ科  

13. Gymnodoris sp. キヌハダウミウシ属の一種（Fig. 2D）  
	 記録：青森市浅虫（Baba 1935: 334–335, text-fig. 2, pl. 5, fig. 3, as Gymnodoris japonica 

(Baba, 1930); Baba 1957: 8, as Gymnodoris citrina (Bergh, 1877); 浅虫海洋生物学教育研

究センター  2026; 本研究 : 1 個体 , 2018 年 8 月 3 日 , 阿部広和撮影）．  
	 備考：本種は，頭部は体部とほぼ同幅かわずかに幅広 ; 頭幕縁に小突起を有する ; 口

触手は葉片状で大きい ; 体地色は透明な白色～薄黄色 ; 背面に散在する突起，頭幕縁，

口触手縁，触角上部，鰓葉の軸部が赤橙色といった形態的特徴を有しており，これら

は Gosliner et al. (2018: 82) や De Souza-Canal & Valdés (2025: 52–54, fig. 12G) の示す

Gymnodoris sp. 53 に類似する．なお，本種はアカボシウミウシ Gymnodoris alba (Bergh, 

1877) やキヌハダモドキにも似るが，前者の頭部は先端にかけて先細り，触角は先端

のみが赤橙色である点で，後者では頭幕縁の突起数が本種よりも多く，鰓葉は一様に

白色～黄色である点で異なる．  

14. Vayssierea elegans (Baba, 1930) オカダウミウシ  
	 記録：青森市浅虫（Baba 1933a: 168; Baba 1957: 8; 浅虫海洋生物学教育研究センター  

2026）．  
	 備考：近年，本種の学名は Vayssierea felis (Collingwood, 1881)（タイプ産地：台湾）

とされることが多いが（e.g., 中野  2018, 2019b; 小野・加藤  2020），V. elegans（タイ

プ産地：東京湾）との異同に関する分類学的検討はこれまで行われていないため，本

種の学名確定に向け，台湾産標本を含めた分類学的再検討が必要である．本稿では暫

定的に本種の学名を V. elegans とした．  

15. Plocamopherus tilesii Bergh, 1877 ヒカリウミウシ  
	 記録：東津軽郡平内町土屋（Baba 1935: 332–334, text-fig. 1, pl. 5, figs. 1–2），青森市

浅虫（Baba 1935: 同上 ; Baba 1957: 8; 長内  1978: 26; 浅虫海洋生物学教育研究センタ

ー  2026），上北郡野辺地町（鳥海  1973a: 193, table 2），青森湾（沼宮内  2009: 498）．   

Superfamily Chromodoridoidea Bergh, 1891 イロウミウシ上科  
Family Chromodorididae Bergh, 1891 イロウミウシ科  

16. Chromodoris orientalis Rudman, 1983 シロウミウシ  
	 記録：東津軽郡平内町茂浦［Baba 1935: 340–341, text-fig. 6, pl. 6, fig. 4, as Glossodoris 
pallescens (Bergh, 1875)］，青森市浅虫（浅虫海洋生物学教育研究センター  2026），青

森湾（沼宮内  2009: 497–498, fig. 8-55），陸奥湾内の詳細不明産地（Baba 1957: 8, as G. 

pallescens）．  

17. Goniobranchus aureopurpureus (Collingwood, 1881) コモンウミウシ  
	 記録：青森市浅虫（Baba 1935: 341–342, text-fig. 7, pl. 5, fig. 4; Baba 1957: 8; 浅虫海

洋生物学教育研究センター  2026）．  

18. Verconia nivalis (Baba, 1937) シラユキウミウシ（Fig. 2E）  
	 記録：東津軽郡平内町大島（中野  2019a: 91），青森市浅虫（本研究 : 1 個体 , 2025 年

8 月 20 日 , 福森啓晶撮影）．  
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	 記録：東津軽郡平内町大島（中野  2018: 254, as Rostanga sp. 10; 中野  2019b: 254, as 

Rostanga sp. 10）．  

Superfamily Polyceroidea Alder & Hancock, 1845 フジタウミウシ上科  
Family Polyceridae Alder & Hancock, 1845 フジタウミウシ科  

13. Gymnodoris sp. キヌハダウミウシ属の一種（Fig. 2D）  
	 記録：青森市浅虫（Baba 1935: 334–335, text-fig. 2, pl. 5, fig. 3, as Gymnodoris japonica 

(Baba, 1930); Baba 1957: 8, as Gymnodoris citrina (Bergh, 1877); 浅虫海洋生物学教育研

究センター  2026; 本研究 : 1 個体 , 2018 年 8 月 3 日 , 阿部広和撮影）．  
	 備考：本種は，頭部は体部とほぼ同幅かわずかに幅広 ; 頭幕縁に小突起を有する ; 口

触手は葉片状で大きい ; 体地色は透明な白色～薄黄色 ; 背面に散在する突起，頭幕縁，

口触手縁，触角上部，鰓葉の軸部が赤橙色といった形態的特徴を有しており，これら

は Gosliner et al. (2018: 82) や De Souza-Canal & Valdés (2025: 52–54, fig. 12G) の示す

Gymnodoris sp. 53 に類似する．なお，本種はアカボシウミウシ Gymnodoris alba (Bergh, 

1877) やキヌハダモドキにも似るが，前者の頭部は先端にかけて先細り，触角は先端

のみが赤橙色である点で，後者では頭幕縁の突起数が本種よりも多く，鰓葉は一様に

白色～黄色である点で異なる．  

14. Vayssierea elegans (Baba, 1930) オカダウミウシ  
	 記録：青森市浅虫（Baba 1933a: 168; Baba 1957: 8; 浅虫海洋生物学教育研究センター  

2026）．  
	 備考：近年，本種の学名は Vayssierea felis (Collingwood, 1881)（タイプ産地：台湾）

とされることが多いが（e.g., 中野  2018, 2019b; 小野・加藤  2020），V. elegans（タイ

プ産地：東京湾）との異同に関する分類学的検討はこれまで行われていないため，本

種の学名確定に向け，台湾産標本を含めた分類学的再検討が必要である．本稿では暫

定的に本種の学名を V. elegans とした．  

15. Plocamopherus tilesii Bergh, 1877 ヒカリウミウシ  
	 記録：東津軽郡平内町土屋（Baba 1935: 332–334, text-fig. 1, pl. 5, figs. 1–2），青森市

浅虫（Baba 1935: 同上 ; Baba 1957: 8; 長内  1978: 26; 浅虫海洋生物学教育研究センタ

ー  2026），上北郡野辺地町（鳥海  1973a: 193, table 2），青森湾（沼宮内  2009: 498）．   

Superfamily Chromodoridoidea Bergh, 1891 イロウミウシ上科  
Family Chromodorididae Bergh, 1891 イロウミウシ科  

16. Chromodoris orientalis Rudman, 1983 シロウミウシ  
	 記録：東津軽郡平内町茂浦［Baba 1935: 340–341, text-fig. 6, pl. 6, fig. 4, as Glossodoris 
pallescens (Bergh, 1875)］，青森市浅虫（浅虫海洋生物学教育研究センター  2026），青

森湾（沼宮内  2009: 497–498, fig. 8-55），陸奥湾内の詳細不明産地（Baba 1957: 8, as G. 

pallescens）．  

17. Goniobranchus aureopurpureus (Collingwood, 1881) コモンウミウシ  
	 記録：青森市浅虫（Baba 1935: 341–342, text-fig. 7, pl. 5, fig. 4; Baba 1957: 8; 浅虫海

洋生物学教育研究センター  2026）．  

18. Verconia nivalis (Baba, 1937) シラユキウミウシ（Fig. 2E）  
	 記録：東津軽郡平内町大島（中野  2019a: 91），青森市浅虫（本研究 : 1 個体 , 2025 年

8 月 20 日 , 福森啓晶撮影）．  
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19. Hypselodoris festiva (A. Adams, 1861) アオウミウシ  

	 記録：青森市浅虫（Baba 1957: 8; 浅虫海洋生物学教育研究センター  2026），むつ市

脇野沢（Baba 1935: 338–340, text-fig. 5, pl. 6, fig. 1）．  

Family Cadlinidae Bergh, 1891 カドリナウミウシ科  
20. Cadlina sp. sensu Baba, 1935  
	 記録：東津軽郡平内町土屋（Baba 1935: 342–343, text-fig. 8, as Cadlina sp.），青森市

浅虫（Baba 1957: 9, as Cadlina sp.）．  

21. Aldisa cooperi Robilliard & Baba, 1972 チシオウミウシ  
	 記録：青森市浅虫（Baba 1940: 103–104, text-figs. 1–2, as Aldisa sanguinea (Cooper, 

1863); Baba 1957: 9, as A. sanguinea）．  

Superfamily Onchidoridoidea J. E. Gray, 1827 ラメリウミウシ上科  
Family Goniodorididae H. Adams & A. Adams, 1854 ネコジタウミウシ科  

22. Goniodoris sp. sensu Baba, 1935 
	 記録：青森市浅虫（Baba 1935: 335–336, text-fig. 3, pl. 7, fig. 2, as Goniodoris sp.; Baba 

1957: 9）．  

23. Bermudella distincta (Baba, 1940) ムツイバラウミウシ  
	 記録：青森市浅虫（Baba 1940: 104–106, text-figs. 3–4; Baba 1957: 8）．  

24. Pelagella joubini (Risbec, 1928) コネコウミウシ  
	 記録：青森市浅虫（Baba 1957: 8）．  

25. Trapania japonica (Baba, 1935) ツガルウミウシ  
	 記録：青森市［沖舘（Baba 1935: 336–338, text-fig. 4; Baba 1957: 8），久栗坂（Sandô 1964: 

34），浅虫（Baba 1990: 8–9, fig. 1）］．  

Superfamily Phyllidioidea Rafinesque, 1814 イボウミウシ上科  
Family Dendrodorididae O'Donoghue, 1924 (1864) クロシタナシウミウシ科  

26. Dendrodoris arborescens (Collingwood, 1881) クロシタナシウミウシ  
	 記録：青森市浅虫（Baba 1935: 348–349, text-fig. 12, as Dendrodoris nigra (Stimpson, 

1855); Baba 1957: 9, as Dendrodoris nigra; 浅虫海洋生物学教育研究センター  2026），む
つ市大湊湾（むつ市史編さん委員会  1989: 570–571） . 

27. Dendrodoris fumata (Rüppell & Leuckart, 1830) マダラウミウシ  
	 記録：青森市［野内（鳥海  1973b: 28, table 15），浅虫（鳥海  1973b: 7–8, tables 3–4, 28, 

table 15）］．  

28. Dendrodoris krusensternii (J. E. Gray, 1850) ミヤコウミウシ（Fig. 2F）  
		 記録：青森市浅虫（浅虫海洋生物学教育研究センター  2026; 本研究 : 1 個体 , 2025 年

11 月 5 日 , 平林  勲撮影）．  

Order Nudibranchia Cuvier in Blainville, 1814 裸鰓目  
Suborder Aeolidina Eliot, 1910 ミノウミウシ亜目  

Superfamily Aeolidioidea J. E. Gray, 1827 オオミノウミウシ上科  
Family Aeolidiidae J. E. Gray, 1827 オオミノウミウシ科  

29. Aeolidia papillosa (Linnaeus, 1761) オオミノウミウシ  
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	 記録：東津軽郡平内町大島（中野  2018: 496; 中野  2019a: 134; 中野  2019b: 497），

青森市浅虫（Baba 1957: 9） . 

30. ●Anteaeolidiella takanosimensis (Baba, 1930) ホンミノウミウシ（Fig. 2G）  
	 記録：青森市浅虫（本研究 : 1 個体 , 2025 年 11 月 12 日 , 平林  勲撮影）．  

31. Cerberilla asamusiensis Baba, 1940 カスミミノウミウシ  
	 記録：東津軽郡平内町大島（中野  2018: 501; 中野  2019b: 502），青森市浅虫（Baba 

1940: 108–111, text-figs. 9–10; Baba 1957: 9; 浅虫海洋生物学教育研究センター  2026）． 

Family Facelinidae Bergh, 1889 ヨツスジミノウミウシ科  
32. Caloria indica (Bergh, 1896) ヒブサミノウミウシ  
	 記録：東津軽郡平内町大島（中野  2019a: 125）．  

33. Facelina quadrilineata (Baba, 1930) ヨツスジミノウミウシ  
	 記録：東津軽郡平内町茂浦（Baba 1935: 356–357, text-fig. 17, pl. 6, fig. 3; Baba 1957: 9）． 

34. Sakuraeolis enosimensis (Baba, 1930) アカエラミノウミウシ  
	 記録：東津軽郡平内町茂浦（Baba 1935: 354–356, text-fig. 16, pl. 7, fig. 3, as Cuthona 
(Hervia) ceylonica (Farran, 1905); Baba 1957: 9, as Hervia ceylonica），青森市浅虫（浅虫

海洋生物学教育研究センター  2026）．  

Family Myrrhinidae Bergh, 1905 クセニアウミウシ科  
35. Hermissenda emurai (Baba, 1937) エムラミノウミウシ  
	 記録：青森市［久栗坂（Sandô 1964: 34），浅虫（Baba 1957: 9; 浅虫海洋生物学教育

研究センター  2026: as Hermissenda crassicornis Eschscholtz, 1831）］．  

Superfamily Fionoidea J. E. Gray, 1857 ヒダミノウミウシ上科  
Family Coryphellidae Bergh, 1889 コザクラミノウミウシ科  

36. Occidenthella athadona (Bergh, 1875) コザクラミノウミウシ   
	 記録：東津軽郡平内町大島（中野  2018: 418; 中野  2019b: 418），青森市浅虫（Baba 

1935: 352–353, text-fig. 15; Baba 1957: 9; 浅虫海洋生物学教育研究センター  2026）．  

Family Cuthonidae Odhner, 1934 
37. Cuthona sp. sensu Baba, 1935 
	 記録：陸奥湾内の詳細不明産地［“Off I-no-kama”（Baba 1935: 357, as Cuthona sp.; Baba 

1957: 8, as Cuthona sp.）］．  

Family Eubranchidae Odhner, 1934 ホリミノウミウシ科  
38. Leostyletus misakiensis (Baba, 1960) ミサキヒメノウミウシ  
	 記録：青森市久栗坂（Sandô 1964: 34）．  

Family Trinchesiidae Nordsieck, 1972 フジエラミノウミウシ科  
39. Tenellia futairo (Baba, 1963) フタイロミノウミウシ  
	 記録：東津軽郡平内町大島（中野  2018: 425; 中野  2019b: 425），青森市浅虫（Baba 
1935: 353–354, pl. 7, fig. 5, as Cuthona bicolor Bergh, 1904; Baba 1957: 9, as Cratena 

bicolor）．  

40. Tenellia ornata (Baba, 1937) フジエラミノウミウシ（Fig. 2H）  
	 記録：青森市浅虫（浅虫海洋生物学教育研究センター  2026; 本研究 : 1 個体 , 2025 年
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7 月 28 日 , 佐藤宏樹撮影）．  

41. Tenellia pupillae (Baba,1961) コマユミノウミウシ  
	 記録：青森市久栗坂（Sandô 1964: 34）．  

Aeolidina incertae sedis ミノウミウシ亜目の所属不明種  
42. Aeolidina fam. gen. et sp. 1 ミノウミウシ亜目の一種 -1 
	 記録：東津軽郡平内町大島（中野  2018: 423, as Flabellinoidea sp. 7; 中野  2019b: 423, 

as Fionoidea sp. 7）．  
	 備考：本種の外部形態は北西太平洋に分布する Coryphella longicaudata O'Donoghue, 

1922 やホッカイミノウミウシ Coryphella pseudoverrucosa Martynov, Sanamyan & 

Korshunova, 2015 に類似する．ただし，本種は写真記録 1 例（上記の記録個体は同一）
のみが知られるに過ぎず，形態の種内変異等の情報が不足しているため，本稿ではミ

ノウミウシ亜目の未定種とした．  

43. Aeolidina fam. gen. et sp. 2 ミノウミウシ亜目の一種 -2（Fig. 2I）  
	 記録：東津軽郡平内町大島（中野  2018: 423, as Flabellinoidea sp. 8; 中野  2019b: 423, 
as Fionoidea sp. 8），青森市浅虫（浅虫海洋生物学教育研究センター  2026: as Sakuraeolis 

gerberina Hirano, 1999; 本研究 : 1 個体 , 2025 年 7 月 2 日 , 小山  寛撮影）．  

	 備考：本種の外部形態はガーベラミノウミウシ S. gerberina に類似しているが，ガー

ベラミノウミウシと比較して本種の口触手及び触角は短く，また背側突起が基部から

先体部にかけてほぼ同幅（v.s. 基部から先体部にかけて太さが増し，先端部直前で最

大幅となる）である点で異なるため，本種はミノウミウシ亜目の未定種とした．  

44. Aeolidina fam. gen. et sp. 3 ミノウミウシ亜目の一種 -3 
	 記録：青森湾［沼宮内  2009: 492–493, fig. 8-39, as アカエラミノウミウシ（和名のみ）］ 
	 備考：沼宮内（2009）にはアカエラミノウミウシと同定されたミノウミウシ類 2 個

体が図示されており，これらの外部形態は Korshunova et al. (2017: fig. 4A) の示すカブ

トミノウミウシ  Chlamylla borealis orientalis (Volodchenko, 1941) に類似する．しかし，
既知種との詳細な比較に必要な形態情報が乏しいため，本稿ではミノウミウシ亜目の

未定種として扱った．  

Suborder Arminina Odhner, 1934 タテジマウミウシ亜目  
Superfamily Arminoidea Iredale & O'Donoghue, 1923 (1841) タテジマウミウシ上科  

Family Arminidae Iredale & O'Donoghue, 1923 (1841) タテジマウミウシ科  
45. Armina comta (Bergh, 1880) ヒメニュウトウタテジマウミウシ   
	 記録：青森市浅虫（Baba 1935: 351–352, text-fig. 14; Baba 1957: 9）．  

46. Armina japonica (Eliot, 1913) タテジマウミウシ  
	 記録：青森市浅虫（Baba 1935: 349–351, text-fig. 13, pl. 7, fig. 1; Baba 1957: 9）．  

47. Armina sp. タテジマウミウシ属の一種  
記録：青森湾［沼宮内  2009: 498, as ホソハスエラウミウシ（和名のみ）］ . 

備考：馬場（1955: 20–21, pl. 10, fig. 27）が相模湾から「ホソハスエラウミウシ（新

称）Armina semperi (Bergh, 1866)」として報告した個体の触角は，先端部が白黄色で柄
部が赤色であり，触角全体が赤色となる A. semperi の特徴に一致せず（Bergh 1873: pl. 

25, fig. 1），当該個体は A. semperi とは異なる別種である可能性がある．また，近年国
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内からホソハスエラウミウシとして報告されてきた個体は，触角先端部が橙色で柄部

が黒色 ; 黒色地の背面に灰白色あるいは黄色の縦褶が走る ; 口幕や腹足の周縁は黄色

に縁取られるといった形態的特徴を有しており（e.g., 濱谷  2000: 800–801, pl. 398, fig. 

3; 小野・加藤  2020: 267），これらの特徴はタテジマウミウシやキフチハスエラウミウ
シ  Armina scotti Mehrotra, Caballer Gutierrez & Chavanich, 2017 のものに類似している．

さらに，近年アカイオトメウミウシ Armina rubida (A. A. Gould, 1852) がタテジマウミ

ウシに誤同定されていたことにより（e.g., 濱谷  2000: 800–801, pl. 398, fig. 1），タテジ
マウミウシの同定に混乱が生じ，キフチハスエラウミウシと混同されてきた可能性が

高い．なお，両種は色彩が類似しているものの，肉帯腹面にある側板が前者では体軸

に沿った縦列をなすのに対し，後者では体軸に対して斜めの斜列をなす点で異なり，

両種は側板の形態によって識別可能である．沼宮内（2009）は形態の記載や図を欠き，

同著の示す「ホソハスエラウミウシ」がいずれの種であるか判断不能であるため，本

稿ではタテジマウミウシ属の未定種として扱った．  

48. Dermatobranchus sp. オトメウミウシ属の一種  
	 記録：東津軽郡平内町大島（中野  2018: 377, as Dermatobranchus sp. 4; 中野  2019b: 
377, as Dermatobranchus sp. 4）．  

謝辞：本報告を纏めるにあたり，浅虫海洋生物学教育研究センター技術職員の阿部広

和氏，平林  勲氏，小山  寛氏，鷲尾正彦氏には，同センター地先での野外調査にご協

力いただいた．青森県産業技術センター水産総合研究所の中山  凌博士と青森県営浅虫

水族館の杉本  匡飼育員には陸奥湾産ウミウシ類に関する文献の入手にご協力いただ

いた．この場をお借りして以上の方々に深謝する．   
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青森県営浅虫水族館所蔵標本および生息調査に基づく	

青森県産アメフラシ類の分布記録	

 
福森啓晶 1・佐藤宏樹 2,3・小山  寛 1・平林  勲 1・阿部広和 1・鷲尾正彦 1・  

杉本  匡 4・西  穂高 5・中山  凌 5 

 
1東北大学大学院生命科学研究科附属浅虫海洋生物学教育研究センター・  

2東京大学大学院理学系研究科・3東京大学大気海洋研究所・  
4青森県営浅虫水族館・5青森県産業技術センター水産総合研究所  

 

はじめに	

アメフラシ科 Aplysiidae Lamarck, 1809 は異鰓亜綱アメフラシ目に属する腹足類の一群

で、軟体部に覆われた退化した板状の殻をもつ。藻類食で、潮間帯から潮下帯の岩礁域や

海草藻場などに生息する。寿命は主に 1–2 年とされ、一部のウミウシ類などと同様に、特

に温帯域では季節動態の変化が著しいことが知られている（Carefoot 1987; 太田  2023）。

また、アメフラシ類では発生の周期性（periodicity of occurrence）がよく知られており、あ

る地域において長期の不在後に再び普通種として出現する事例もよくある（reviewed in 

Carefoot 1987）ことから、各種の出現状況や頻度を把握するには、過去の文献記録や標本

調査を含めた長期のモニタリング

が必要である。  

青森県では、近年の海水温上昇や

海流の変化が原因と考えられる温

帯性ベントスの出現記録（e.g. 中山

ほか  2025a）が報告されており、環

境変動の影響を受けやすいアメフ

ラシ類の詳細な分布記録を精査す

ることは、各種の保全を検討する上

で重要と考えられる。しかし、青森

県ではアメフラシ類の記録が残さ

れている地域が限られており、詳細

な分布についてはよくわかってい

ない。本研究では、近年の野外調査、

過去の文献記録および青森県営浅

虫水族館所蔵貝類標本に基づき、青

森県におけるアメフラシ類の産出

記録について報告する。  

 

材料と方法	

本研究では、2022–2026 年にかけて実施した野外調査で確認されたアメフラシ類の標本

および生体写真を精査し、青森県各地での記録を調べた（図１）。調査は、潮間帯での徒

手採集・潮下帯での潜水採集・ドレッジによる採泥等によって実施した（表 1）。また、青

森県営浅虫水族館には、青森市在住の三輪道子氏が 1960–1980 年代に蒐集した貝類標本群

図 1．アメフラシ類の記録地点．1: 男鹿半島; 2: 大間越; 3: 艫
作; 4: 入前崎; 5: 吾妻沢(弘前大学深浦実験所); 6: 清水崎; 
7: 行合崎; 8: 龍飛; 9: 三厩; 10: 蟹田 ; 11: 野内; 12: 久栗
坂; 13: 浅虫; 14: 大島; 15: 東田沢; 16: 夏泊半島; 17: 大湊
湾; 18: 芦崎; 19: 脇野沢 ; 20: 平トカシ(矢越周辺); 21: 弁天
島; 22: 原田; 23: 奥戸 ; 24: 大間(西側); 25: 下風呂; 26: 尻
屋崎; 27: 尻労;  28: 白糠; 29: 泊; 30: 種差; 31: 大蛇; 32: 
小舟渡. 
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「三輪コレクション」が収蔵されている（三輪  1988; 福森ほか  2023; 宮崎ほか  2024; 中

山ほか  2025a, b）。1980 年代以前のアメフラシ類の記録を検討するため、三輪コレクショ

ンおよび標本目録の調査を実施した。また、青森県内各地での貝類相を報告した過去の文

献を調査し、アメフラシ類各種の分布について精査した。種同定には、図鑑や関連文献を

参考にした（Adams 1861; 濱谷  2000, 2017; 中野  2018）。  

なお、青森県営浅虫水族館では、2016 年 9 月に青森市浅虫で発見されたゾウアメフラシ

（= ショウワアメフラシ）を生体展示［10 月 3 日  県内初記録「ショウワアメフラシ」展

示］した記録がある（青森県営浅虫水族館  2017; 東北大学大学院生命科学研究科附属浅

虫海洋生物学教育研究センター  2017）。本研究では、当時展示された個体の写真と動画を

確認し、分布に関する再検討を行った。  
 
表１．本研究におけるアメフラシ類の採集調査記録  
種名  産地  採集方法および採集日  
アメフラシ 青森市浅虫  潜水調査(水深約 2–7 m)(2025/5/28, 6/6, 6/26, 7/2, 11/5, 12/19) ; 
  徒手採集(2022/11/7, 2024/10/29, 2025/12/6);  
  ドレッジ(水深約 7 m)(2025/6/3) 
 平内町大島  徒手採集(2023/6/19, 10/16) 
 外ヶ浜町龍飛  徒手採集(2022/4/30, 2023/6/21, 8/15) 
 東通村尻屋崎  徒手採集(2025/6/26) 
 階上町大蛇  徒手採集(2023/8/17) 
ジャノメアメフラシ 青森市浅虫  潜水調査(水深約 1–2 m)(2025/11/5) 
アマクサアメフラシ 青森市浅虫  潜水調査(水深約 2–7 m)(2025/6/26); 徒手採集(2026/01/19) 
 外ヶ浜町三厩  徒手採集、緑藻(アオサ類)に付着(2025/8/25) 
 八戸市種差  潜水調査、マコンブ上に付着(水深 10 m) (2025/11/24) 
ミドリアメフラシ 青森市浅虫  徒手採集(2025/10/7, 12/6) 
 平内町大島  徒手採集(2023/8/16, 10/16) 
 階上町大蛇  徒手採集(2023/10/12) 
クロヘリアメフラシ 青森市浅虫  潜水調査(水深約 2–7 m)(2025/7/2, 11/5, 12/19);  
  徒手採集(2025/10/7) 
 平内町大島  徒手採集(2023/8/16) 
ウミナメクジ 青森市浅虫(アマモ場) ドレッジ、アマモに付着(水深約 6–8 m)(2023/8/16, 2024/9/20) 
 平内町東田沢(アマモ場) 潜水調査、スゲアマモに付着(水深約 10 m)(2022/12/10) 
	

青森県での分布状況	

野外調査（表 1）、文献調査および青森県営浅虫水族館所蔵標本調査の結果、青森県では

7 種のアメフラシ類が確認された（表 2）。確認個体の一部は、エタノール標本として著者

の福森・中山が保管している。また、三輪コレクション中には、アメフラシ・クロヘリア

メフラシ・“Aplysia sp.” とラベル表記のある 4 ロット（計 10 個体）の殻標本が確認され

た（図 2）。各種の記録は、標本ラベルに記載された種名に従った。“Aplysia sp.”とされる

1 個体については、ラベルに「10 cm くらいの白透明ウミウシ」とあり、体長および白色

の体色からアマクサアメフラシの可能性が考えられた（後述）。  

下記にアメフラシ類各種の青森県内での分布や生態について報告する。また、津軽海峡

におけるツガルアメフラシの分布記録についても併せて考察する。  
 
１．アメフラシ  Aplysia kurodai (Baba, 1937)：図 2A,B; 図 3A–D 

本種は、北海道まで分布が知られ（山口・山田  1955; 市川・山田  1957; 柏尾・山崎  2021）、

青森県内では太平洋側・日本海側・陸奥湾・津軽海峡側を含む全域で記録がある（表 2）。

日本産アメフラシ類中では大型（最大体長約 400 mm）で、陸奥湾では潮間帯から水深約

15 m までの岩礁域や礫の多い海草藻場でみられる普通種である。黒・茶褐色地に白斑のあ

る個体（図 3A, B）が多いが、しばしば白斑が多い個体（図 3C）や側足周辺が白色を呈す

る個体（図 3D）もみられる。陸奥湾では春〜夏頃に複数個体が連なる連鎖（直列）交尾

（図 3B）が確認され、初夏に「海ゾウメン」と呼ばれる卵塊を産む（平井  1965）。刺激
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により、紫色の汁を出す。隠岐・鳥取・千葉の一部地域では軟体部を食用とするが（向原  

2015）、海ゾウメンの摂取は嘔吐・腹痛を引き起こす（平井 1965）。タイプ産地は“Tomioka”

（熊本県天草郡苓北町富岡）である。  

２．ジャノメアメフラシ  Aplysia argus Rüppell & Leuckart, 1830：図 3E, F 

本種は、体長約 200 mm で褐色から黄褐色の体色に大きな輪状斑（蛇の目）模様がある

のが特徴である。これまで秋田県男鹿半島

（小林ほか  2024; 佐藤  未発表 ; 図 1）が北

限とされていたが、著者の小山により、陸

奥湾の夏泊半島西側に位置する浅虫の潮

下帯岩礁（水深約 1–2 m）から 1 個体が確

認され（図 3E, F、2025 年 11 月 5 日採集）、

北限記録が更新された。また、近年、本州

太平洋側では宮城県気仙沼市・石巻市での

報告があり、この分布は黒潮続流の北偏に

伴う高水温の影響が指摘されている（小林

ほか  2024）。今後、北限域である青森県を

含む東北北部における生息状況を注視す

る必要がある。タイプ産地は“Tor”（エジプ

ト紅海沿岸 El Tor）である。  
 
３．アマクサアメフラシ  Aplysia juliana 

Quoy & Gaimard, 1832：図 2C; 図 3G, H 

青森県では、太平洋側・日本海側・陸奥

湾・津軽海峡周辺を含む全域での記録があ

り（表 2）、潮間帯・潮下帯岩礁で確認され

る。体長は約 300 mm に達し、青森県では

マコンブ等の海藻に付着した個体も確認

される。北限としては、北海道日本海側の

小樽（伊藤  1987）や太平洋側の厚岸（馬

場  1957, 1970）での報告が知られている。

刺激すると白い汁を出す。体色は多様で茶

褐色（図 3G）、黒色（図 3H 右側）、灰色（図

3H 左側）の個体が多いが、稀に体色が白

い（アルビノ型）個体（図 3H 下側）が見

られる［おそらく三輪（1988）の“Aplysia sp.”は本種の白色個体（図 2C）］。腹足の後端が

吸盤状になる。浅虫では初夏頃に連鎖交尾が確認されており、橙色の卵塊を産む。本種は

養殖ワカメへの食害（e.g. 肥後  1988）が知られ、富山県氷見市では暖冬の年に被害が確

認されたという報告がある（藤田  1990）。タイプ産地は“l'Ile-de-France”であり、現在のイ

ンド洋マダガスカルの東側に位置するマスカレン諸島モーリシャスである。  

４．ゾウアメフラシ Aplysia gigantea G. B. Sowerby II, 1869：図 3I, J 

前述の通り、2016 年 9 月 24 日に東北大学大学院生命科学研究科附属浅虫海洋生物学教

育研究センターで実施された宮城教育大学臨海実習の際に、陸奥湾南部の夏泊半島西側の

図 2. 青森県営浅虫水族館所蔵標本．A: アメフラシ(下
風 呂 , 1968/4/14 採 集 ); B: ア メ フ ラ シ (脇 野 沢 , 
1970/9/15); C: “Aplysia sp.”(野内 , 1975/8/24, アマク
サアメ フラシ ?); D: クロヘリア メフラシ  (a: 龍飛 , 
1966/5/28; b: 脇野沢 , 1970/9/15). スケール: 10 mm. 
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浅虫坂本にある裸島の潮だまりにおいてゾウアメフラシ 1個体（図 3I, J: 推定体長約 20 cm）

が採集され、青森県営浅虫水族館に生体が寄贈された（青森県営浅虫水族館  2017; 東北

大学大学院生命科学研究科附属浅虫海洋生物学教育研究センター  2017; 東奥日報記事

「青森・浅虫で珍種発見  ショウワアメフラシ  県営水族館が展示開始」2016 年 10 月 5 日

付）。その後の青森県営浅虫水族館での生体展示の際には、側足を頻繁に動かして水槽内  

 

図 3．青森県産アメフラシ類およびツガルアメフラシ．A–D: アメフラシ (A: 浅虫、2025/5/28; B: 浅虫、連鎖交尾中の
個体、2025/7/2; C: 浅虫、白斑個体、2025/6/6; D: 尻屋崎、側足周辺が白い個体、2025/6/26); E–F: ジャノメアメ
フラシ (浅虫、2025/11/5); G–H: アマクサアメフラシ (G: 種差、2025/11/24; H: 浅虫、連鎖交尾中および産卵中の
個体、下側の白色個体はアルビノ型、2025/6/26); I–J: ゾウアメフラシ  (浅虫、青森県営浅虫水族館展示個体、
2016/9/24); K: ミドリアメフラシ (浅虫、2025/12/6); L–M: クロヘリアメフラシ (浅虫、2025/12/19); N–O: ウミナメク
ジ(N: 浅虫、斑点個体、2023/8/16、宮崎息吹氏撮影 ; O: 東田沢、黄褐色個体、2022/12/10); P: Pilsbry (1896: pl. 
61, fig. 54，Biodiversity Heritage Library より一部改変) によるツガルアメフラシ “Tethys (Phycophila) euchlora 
(A. Adams, 1861)” の図．  
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を移動する姿が映像として記録されている

（https://youtu.be/vJZwdN1MDnA?si=6rC5UKQvCbnYTRUl）。  

本種は遊泳することが知られ、刺激すると紫色の汁を出す（林原・神尾  2016; 小林ほ

か  2024）。陸奥湾は本種の北限で、近年では宮城県石巻市からの報告がある（小林ほか  

2024）。オーストラリアでは、1〜3 月頃にしばしば砂浜に打ち上げられ、それを食べた犬

が神経症状等を含む中毒を起こし、時に死亡する事例が知られている（Peacock et al. 2013）。 

タイプ産地は西オーストラリアの“Swan River”である。和名について、本研究では中野

（2018）や小林ほか（2024）に従い、ゾウアメフラシとした。一方、馬場（2000）、Hamatani 

& Baba（2003）、濱谷（2017）ではショウワアメフラシが用いられており、これらの文献

では学名を Aplysia extraordinaria (J. K. Allan, 1932) [または Aplysia (Varria) extraordinaria]

（タイプ産地はオーストラリアの“Sydney Harbour, New South Wales”）としている。両種の

模式産地に近いオーストラリア産個体を用いた分子系統学的研究では、A. extraordinaria

は A. gigantea の新参異名とされている（Nimbs 2020）。今後、日本産およびオーストラリ

ア産ゾウアメフラシの DNA 情報を比較することで、本種の抱える分類学的混乱の解消な

いし系統地理構造が解明されることが期待される。  
 
５．ミドリアメフラシ  Aplysia oculifera A. Adams & Reeve, 1850：図 3K 

北限は北海道の積丹半島沿岸域（柏尾・山崎  2021）で、青森県では日本海側の深浦町

での記録が知られていた（表 2）。本研究により、新たに陸奥湾の青森市浅虫と平内町大島、

太平洋側の階上町大蛇での分布が確認された（表 2）。潮間帯や潮下帯（水深約 2–5 m）の

岩礁域で確認され、しばしばアメフラシやクロヘリアメフラシと一緒に見られる。上記 4

種と比べるとやや小型（体長約 100 mm）で、体色は黄褐色で輪状斑模様がある（図 3K）。

刺激すると紫色の汁を出す。本州太平洋側の三陸沿岸では、岩手県（戸羽  2009）での報

告があり、本研究による階上町の記録（2023 年 10 月 12 日、中山採集）は日本の太平洋側

における北限記録となる。タイプ産地は、“Mauritius”（モーリシャス）である。  
 
６．クロヘリアメフラシ  Aplysia japonica G. B. Sowerby II, 1869：図 2Da, b; 図 3L, M 

世界中に広く分布するとされていた Aplysia parvula Mörch, 1863（タイプ産地は大西洋の

“St.-Thomas”セント・トーマス島と“St.-Vincent”セント・ビンセント島）には、分子系統解

析に基づく種分類の再検討により、少なくとも 10 以上の系群が含まれることが判明した

（Golestani et al. 2019）。そのうち、日本・韓国の温帯に生息し、従来クロヘリアメフラシ

と呼ばれていた個体は A. japonica という独立種であり、さらにこれまで同種とされていた

沖縄以南の個体（Aplysia sp.）とは別種であることが示唆された。加えて、日本産クロヘ

リアメフラシには他にも隠蔽種が含まれる可能性が指摘されている（中野  2018）。県内で

は、日本海側・陸奥湾・津軽海峡周辺域（表 2）の潮間帯・潮下帯岩礁に生息し、茶色地

に小さな白斑を散らし、側足縁が細い薄紅色と黒色に縁取られる個体が確認される（図 3L, 

M）。小型（約 50 mm）で、刺激すると紫色の汁を出す。国内における本種の分布域は北

海道北部から九州に及び、オホーツク海沿岸の北海道枝幸町からの報告がある（佐藤  

2024）。タイプ産地は“Japan”である。  
 
７．ウミナメクジ Petalifera punctulata (Tapparone Canefri, 1874)：図 3N, O 

本種は Tapparone Canefri (1874: 112, tav. II, fig. 3a, b, c) により  “Jokohama al Giappone” 

（日本の横浜）産の標本を基に記載された。原記載には、液浸標本のため体色は不明とあ

るが、体色は緑色から黄褐色で海草葉上での隠蔽色となる（図 3N, O）。小型（約 20 mm）
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で、個体によっては背側に褐色からピンク色の斑点が並ぶ（図 3N）。県内では、日本海側・

陸奥湾・津軽海峡周辺域での分布が知られる（表 2）。潮下帯の海草葉上で確認され、陸奥

湾のアマモ場では普通種である。本州北部では、日本海側の新潟県（新潟大学理学部附属

佐渡臨海実験所  1997）や石川県（布村  1988; 坂井  2012）、太平洋側では岩手県（戸羽  2009）

からの報告がある。青森県が北限分布域のアマモ場固有種であり、本種の保全には海草類

の存在が必須である。  
 
表２．青森県周辺域におけるアメフラシ類の分布記録	

種名  産地  引用文献  
アメフラシ 青森市(浅虫・夏泊半島) Baba (1957); 馬場(1970); 長内(1978); 鳥海(1973b); Tsuchiya (1979);  

沼宮内(2009); 本研究 
 平内町(大島) 本研究  
 むつ市(大湊湾・脇野沢) むつ市史編さん委員会(1989); 三輪(1988: as Aplysia sp.) 
 東通村(白糠・尻労・尻屋崎) 鳥海(1971); 本研究  
 佐井村(原田・弁天島) 沼宮内ほか(1971); 鳥海(1971) 
 風間浦村(下風呂) 三輪(1988) 
 六ヶ所村(泊) 鳥海(1971); 鳥海(1975) 
 階上町(小舟渡・大蛇) 長内(1976); 本研究  
 外ヶ浜町(龍飛) 本研究  
 深浦町(大間越・行合崎) 内田ほか(1969); 長内(1975); 田高(1997);  
  高岡生物研究会(1999) 
 大間町(大間・奥戸) 鳥海(1971) 
ジャノメアメフラシ 青森市(浅虫) 本研究  
アマクサアメフラシ 青森市(浅虫・夏泊半島) Baba (1957); 沼宮内(2009); 本研究  
 平内町(大島) 中野(2018) 
 佐井村(佐井平トカシ) 鳥海(1971) 
 八戸市(種差) 本研究  
 外ヶ浜町(三厩) 本研究  
 深浦町(入前崎) 内田ほか(1969); 高岡生物研究会(1999) 
Aplysia sp. 青森市(野内) 三輪(1988: 体色が白透明、おそらくアマクサアメフラシ) 
ゾウアメフラシ 青森市(浅虫) 青森県営浅虫水族館(2017); 東北大学大学院生命科学研究科  
(= ショウワアメフラシ)  附属浅虫海洋生物学教育研究センター(2017) 
ミドリアメフラシ 青森市(浅虫) 本研究  
 平内町(大島) 本研究  
 階上町(大蛇) 本研究  
 深浦町(清水崎) 内田ほか(1969); 高岡生物研究会(1999); 柏尾・山崎(2021) 
クロヘリアメフラシ 青森市(浅虫) Baba (1957); 鳥海(1973b); 長内(1978); Tsuchiya (1979); 三輪(1988);  

沼宮内(2009); 本研究 
 平内町(大島) 本研究  
 むつ市(脇野沢) 三輪(1988) 
 佐井村(弁天島) 沼宮内ほか(1971); 鳥海(1971) 
 外ヶ浜町(蟹田・龍飛) 鳥海(1973a); 三輪(1988) 
 深浦町(艫作) 内田ほか(1969); 高岡生物研究会(1999) 
ウミナメクジ 青森市(浅虫・久栗坂) Sandô (1964); 馬場(1970); Tsuchiya & Osanai (1978);  

Tsuchiya (1979); 本研究  
 平内町(東田沢) 本研究  
 むつ市(大湊湾芦崎) 三上(2019); 鈴木・三上(2022) 
 外ヶ浜町(龍飛) 小野・加藤(2020) 
 深浦町(吾妻沢 ) 内田ほか(1969) 
ツガルアメフラシ 津軽海峡(漂流アマモ上) Adams (1861); 馬場(1970) 
 
その他．ツガルアメフラシ  Phycophila euchlora (A. Adams, 1861)：図 3P 

ツガルアメフラシは、1861年に英国人貝類研究者 Arthur Adamsにより“Strait of Tsugar or 

Tseuka (crawling on floating Zostera)”（津軽海峡、漂流アマモ上を匍匐）において採集され、

新種 Aplysia (Phycophila) euchlora として記載された。本研究では、津軽海峡での詳細産地

が不明のため、本種を青森県産には含めなかった。原記載によると、体色は緑色、体表面

は滑らかで、軟体部後方が細長く伸長するとあり、上記 7 種の形態的特徴とは明らかに異

なる[Adams 記載の種の色に関する留意点については Smith (1885: 61) および黑田（1937）

参照]。ツガルアメフラシの和名は、馬場（1970）により仮称として提唱された。本種は、

大阪市立自然史博物館の発行した「令和版  奇貝図譜」にも掲載されており（石田ほか  

2025）、タイプ産地での再発見が望まれる。  

Bazzicalupo et al. (2020) は、Adams (1861) によるツガルアメフラシのタイプが英国艦船

Samarang 号航海時に採集された個体であると推測し、タイプ産地の記述は誤記（Samarang

号は津軽海峡付近では未調査）で、実際は‘Loo-Choo’（琉球諸島）あるいは‘Nangasaki’（長

崎）である可能性に言及している。しかし、原記載の内容や年代などから、おそらくタイ

プは Adams が英国測量船 Actaeon 号乗船時に採集した標本と考えられ、北海道や日本海北

部周辺で調査した Actaeon 号の航路（槇山  1929; 波部  1965）から考えると、タイプ産地

が津軽海峡であることに疑問はない。Adams (1861) の原記載によると、「以前に実施され

た Samarang 号航海時に同種と思われる個体を見た」との記述があり、Adams 自身が描写

した海草上を這う“Borneo”（ボルネオ島）産個体の生体図  (Gray 1850: 35, tab. 179, fig. 1) が

引用されている。この Adamsが描写したボルネオ産個体については、後に Pilsbry (1896: 114, 

pl. 61, fig. 54) が図を模写し、“Tethys (Phycophila) euchlora (A. Adams, 1861)”として掲載し

ている（図 3P）。本種の学名については、Petit (2012) が言及しているように、ボルネオ産

個体の図（Gray 1850: tab. 179, fig. 1）の説明にある Placobranchus euchlorus J. E. Gray in M. 

E. Gray, 1850 [Placobranchus: sic.] が本種の古参異名および帰属変更後の種小名の語尾変

化による古参二次同名となる可能性がある  [客観異名である Placobranchus euchlorus Gray, 

1850 と Aclesia euclorus Gray, 1850 (: 98, tab. 179, fig. 1) について、Petit (2012) は第一校訂

者として P. euchlorus に優先権を与えた]。しかし、両種のタイプの所在が不明のため

（Bazzicalupo et al. 2020）、学名の検討には各タイプ産地（津軽海峡とボルネオ島）周辺域

の個体を用いた分類学的再検討が必要である。  

Bazzicalupo et al. (2020) は、マーシャル諸島産“Phycophila euchlora Adams, 1861”を分子

系統解析に用い、“Stylocheilus-like group”の一群でクロスジアメフラシ Stylocheilus striata 

(Quoy & Gaimard, 1832)、Stylocheilus rickettsi (MacFarland, 1966) や Stylocheilus polyomma 

(Mörch, 1863) と近縁であることを示している。マーシャル諸島産個体（Bazzicalupo et al. 

2020: figs. 2D, E）には、多数の分岐した突起（ramified papillae）が体表面に見られるが、

Adams の原記載（1861）とボルネオ産個体の図（Gray 1850）には本特徴は見られず、突

起の有無が種内変異かどうかについては検討が必要である。一方、Rudman (1999) は本種

をヒメミドリアメフラシ Stylocheilus longicauda (Quoy & Gaimard, 1825) の新参異名とした

が、ヒメミドリアメフラシに特徴的な眼紋模様の斑点は原記載（津軽海峡産）とボルネオ

産個体の図（Gray 1850; Adams 1861）には確認できない。  
 
まとめ	

青森県では、上記 7 種の分布が確認された。このうち、本研究によりジャノメアメフラ

シの北限が陸奥湾に更新され、ゾウアメフラシ（= ショウワアメフラシ）・ウミナメクジ

と合わせて 3 種が青森県を分布北限とすることが明らかになった。また、ミドリアメフラ

シの日本の太平洋側における北限も青森県に更新された。近年、陸奥湾をはじめとする北

東北地方の各県で温帯種を含むベントスの分布北進が確認されており（e.g. 千葉ほか  

2024; 早川ほか  2024, 2025; 菅ほか  2025; 寺本・高橋  2025; 中山ほか  2025a; 寺本ほか  

2025; 福森ほか  2026）、これには海水温の上昇や黒潮続流の北偏が影響している可能性が

考えられる。今後、太平洋・日本海・津軽海峡に囲まれた複雑な海流の影響を受ける本州

最北端の青森県において、アメフラシ類の分布に関する継続調査を実施することで、海水

温上昇や海流変化などの環境要因と各種の分布拡大との関連を評価するための保全上重

要な基礎情報を得ることができると期待される。  
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A bstrac t  
		 Tw o ind iv idua l s  o f  Branch iura  sowerby i  (A nne l ida :  N a id idae :  R hyacodr i l inae ) ,  a  
f r e shw a te r  o l igochae te  spec ie s ,  w e re  co l l ec ted  f rom  a  pond  a t  I sh inom ak i  Senshu  
U n ive r s i ty ,  M iyag i ,  J apan .  Pa r t i a l  m i tochondr ia l  C O I  and  16S  rR N A  gene  sequences  
w ere  ob ta ined .  B LA ST sea rches  iden t i f i ed  B.  sowerby i  a s  the  c lo ses t  m a tch ;  how eve r ,  
s equence  iden t i t i e s  w ere  r e l a t ive ly  low  (85 .9%  fo r  CO I  and  90 .0%  fo r  16S) .  These  
r e su l t s  sugges t  t ha t  t he  spec im ens  m ay  r ep re sen t  a  d i s t inc t  spec ie s  f rom  those  
ava i l ab le  in  G enB ank .  M orpho log ica l ly ,  one  o f  the  no topod ia l  hooks  on  chae t ige r  2  
posses ses  tw o  t ee th  and  i s  s l igh t ly  ben t  ap ica l ly ,  r e sem bl ing  those  o f  spec im ens  f rom  
M iyag i  and  A om or i  r epo r t ed  by  L inds t röm  e t  a l .  (a s  unpub l i shed  in  O h taka  2022) .  
M olecu la r  da ta  fo r  those  spec im ens  a re  no t  ye t  ava i l ab le ,  p reven t ing  fu r the r  
com par i son .  
 

はじめに 	

エラミミズ Branch iura  sow erby i  B edda rd ,  1892（ミズミミズ科 N aid idae：ナガレ

イトミミズ亜科 R hyacodr i l inae）は、世界の様々な地域の河川、湖沼、水田など

の泥底に生息する環形動物である（ Tayb i  e t  a l .  2023 など）。本種は、体後部の

数十体節に 1 対ずつ短い糸状の鰓突起を持つことで他種から容易に識別できる

（大高 1993 ;  図 1C）。ただし、かつて独立の種 “カワムラミミズ K aw am ur ia  

japon ica”として認識されていた鰓を完全に欠く、または痕跡的な鰓を持つ種内変

異が琵琶湖から知られている（ O htaka  &  N ish ino  1995 ,  1999、大高 2022）。エラ

ミミズはロンドン産の標本に基づき記載されたが、アジアの熱帯・亜熱帯地域が

起源であり、それ以外の地域における分布は基本的に移入によるものと考えられ

ている（M il l s  e t  a l .  1993）。しかし、世界各地から採集された標本に基づく遺伝

子解析から、本種は少なくとも 7 つの独立した系統を含む種複合群とみなされる

ようである（ Linds t rom  e t  a l .  未発表として、大高 2022）。日本国内では、北海

道から沖縄県までの広い範囲から記録されている（宮地 1932、大高 2018）が、

外来種としては扱われていない。  

著者らは 2022 年に石巻専修大学構内（宮城県石巻市）にある三角池と呼ばれ

る遊水池においてエラミミズを採集し、ミトコンドリア D N A の C O I 遺伝子（ C O I）

および 16S  rR N A 遺伝子（ 16S）の塩基配列を取得した。それらと G enB ank に登

録されている配列を比較した結果を報告する。  

 

材料と方法 	

2022 年 6 月 28 日に、石巻専修大学（宮城県石巻市）構内の三角池において、

たも網を用いて底質を採取し、その中からエラミミズを 2 個体採集した（ Fig .1）。

三角池は、岩手県の中央を南下して宮城県の追波湾と石巻湾に注ぐ北上川水系

（国土交通省水管理・国土保全局 2023）と接続している。なお、三角池の底生

無 脊 椎 動 物 と し て は 、 こ れ ま で に 外 来 性 二 枚 貝 の タ イ ワ ン シ ジ ミ C orb icu la  

f lum inea が報告されている（小林ほか 2025）。採集したエラミミズは 80%エタノ

ールで固定した。 2 個体とも採集または固定の段階で断片化してしまい、体前部

と体後部がそれぞれ 2 点得られたが、両者の対応関係を特定することはできなか

った。尾部の筋組織をピンセットで摘みとり、C he lex  100  キレート樹脂（ B io-R ad）

の 10%溶液 100  µL とプロテイナーゼ K（ナカライテスク） 8  µL を混合した溶液

が入った 1 .5  m L チューブに入れ、ヒートブロックを用いて 56℃で 20 分間の処理

を行ったのち、 100℃で 20 分間の処理を行い、上澄みをテンプレート D N A とし

て使用した。標本は第一著者が保管している。  

M igh tyA m p D N A  Po lym erase  V er .3  または  TaK aR a  Ex  P rem ie r  D N A  Po lym erase  

（タカラバイオ）を使用した PC R により、 CO I および 16S  の部分塩基配列を増

幅 し た 。 CO I の 増 幅 に は LC O -anne l id /H C O -c l i t ea l l i（ K obayash i  e t  a l .  2022 ;  

K obayash i  2023）、 16S の増幅には 16S-annf /16S -annr（ K obayash i  e t  a l .  2018）ま

たは 16S-annf2 /16S-annr2（ K obayash i  &  K o j im a  2021）のプライマーセットを用い

た。 PC R の条件は、サイクル数を 37–40、アニーリング温度を C O I は 45℃とし

た点を除き、 K obayash i  &  K o j im a  (2021)  または西・小林（ 2025）に従った。 PC R

産物は ExoSA P- IT（ Therm oFishe r  Sc ien t i f i c）を用いて精製した。塩基配列は、ユ

ーロフィンジェノミクスに委託して決定した。決定した配列は日本 D N A データ

バンク（ D D B J）に登録した（ C O I :  LC 910845、 16S :  LC 910843 ,  LC 910844）。  

 

結果と考察 	

2 標本の 16S の塩基配列（ 316  bp または 323  bp）および 1 標本の C O I の塩基配

列 658  bp を取得した。 2 標本の 16S の塩基配列の重複部分（ 316  bp）は一致した。

B LA ST 検索の結果、アメリカ、スイス、カナダ、スウェーデンや日本などから報

告されているエラミミズの塩基配列が相同性の高い配列としてヒットしたが、一

致率は CO I で 85 .9%以下、16S で 90 .0%以下と低かった。日本産のエラミミズでは、
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バンク（ D D B J）に登録した（ C O I :  LC 910845、 16S :  LC 910843 ,  LC 910844）。  
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列 658  bp を取得した。 2 標本の 16S の塩基配列の重複部分（ 316  bp）は一致した。
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琵琶湖産の標本に由来する CO I塩基配列が公開されているが（ LC 763519 ,  LC 763536

など）、本研究で取得した塩基配列とこれらの p 距離は 15 .2–16 .3%と大きく、石巻

産と琵琶湖産の標本は別種であると考えられる。大高（ 2022）は、国内外 8 地点

から採集したエラミミズ標本について、背側鉤状剛毛先端の形態変異を報告して

いる。本研究で得られたエラミミズの体前部第 2 剛毛節の背側（ Fig .1A）には、先

端が湾曲し、大きな 1 歯の上にやや小さな 1 歯のある鉤状剛毛が見られた（ Fig .1B）。

この形質は、大高（ 2022，図 3-2 -4e ,  f）の青森県平川市や宮城県大崎市産の標本の

ものに類似していた。しかし現状では、三角池に生息する本種の分類学的位置や、

本個体群が自然分布によるものか人為的な導入によるものかを明らかにすること

はできなかった。これらの課題を解決するためには今後、国内外の標本に基づく

エラミミズの分類学的研究が望まれる。  

 

 
F i g .  1 .  E t h a n o l - f i x e d  s p e c i m e n s  o f  B r a n c h i u r a  s o w e r b y i  u s e d  i n  t h e  p r e s e n t  s t u d y .  ( A )  

A n t e r i o r  e n d ,  ( B )  n o t o p o d i a l  h o o k  o n  c h a e t i g e r  2 ,  ( C )  p o s t e r i o r  e n d .  T w o  f r a g m e n t e d  

i n d i v i d u a l s  w e r e  f o u n d  a n d  t h e  a n t e r i o r  a n d  p o s t e r i o r  e n d s  d o  n o t  n e c e s s a r i l y  c o r r e s p o n d .  

S c a l e  b a r  =  1  m m  ( A ,  C )  o r  2 0  µm  ( B ) .  
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松島湾塩釜北浜海岸における干潟の市民調査と生物相 

 

阿部拓三 1・2・阿部徳和 2・伊藤栄明 2・桑原 茂 2 
1:南三陸町自然環境活用センター、2: 松島湾アマモ再生会議 

	 	 	 	 連絡先：阿部拓三	 takuzo0825@gmail.com 

	 	 	 	 〒986-0781 宮城県本吉郡南三陸町戸倉沖田 69-2 南三陸町自然環境活用センター 

 

はじめに 

	 宮城県塩釜市の北浜海岸は松島湾の湾奥部、塩釜港の北側に位置する（図 1）。東日本大震災

後、市民らの要望から親水空間としての利活用を目指して整備された人工海岸であり、その一

部に、湾ダフルしおがま海浜公園（北浜緑地公園）から階段で接続する親水海岸（北浜緑地護

岸：以下、緑地護岸）がある。この緑地護岸は、階段状の捨て石マウンドで扇形に整備されて

いる。潮間帯上部に位置し、マウンドから潮間帯下部の転石が混ざる砂泥底へと接続する。親

水海岸整備の計画にあたっては、海辺空間を活かした総合的なまちづくりの推進を目指す市

民・行政の協議体（塩釜市港奥部ウォーターフロント活用市民会議）が市民フォーラムなどの

開催を通して市民視点からの検討を重ねてきた経緯がある。防災目的の防潮堤が海と市民を隔

てるものではなく、海との関係性を再構築するものであるべきという議論をもとに、親水海岸

の整備を含む要望が提出され、塩釜市経由で宮城県へ提案された（鈴木 2014）。 

 

図 1. 松島湾塩釜港における北浜海岸の位置． 

 

塩釜市の港湾は古くから東北地方太平洋岸を代表する商港として発展した歴史がある一方

（斎藤 2019、文化の港シオーモ https://shiomo.jp/kodomo/meiji/meiji-episode01）、都市部には市

民が直に足をつけることができる海辺の環境がなく、親水海岸の整備は市民の悲願でもあった。

平成 24 年（2012 年）2 月には、松島湾の環境・生態系を支えてきたアマモ場の再生と市民が

親しむことができる海辺づくりを取り入れた復興を目指し、地元有志らにより「松島湾アマモ

再生会議」（https://matsushima-amamo.jimdofree.com）が設立され、実践的な市民活動が展開さ

れるようになった。地域向けのシンポジウムやアマモ場造成の取り組み、海辺の体験イベント

等の開催を重ね、潮下帯のアマモ場から続く潮間帯の干潟造成を目指し、親水海岸の整備予定
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エリア周辺に手作業で砂を投入するなど、地道な活動を展開してきた。 

	 ここでは、2023年 10月に完成・共用を開始した緑地護岸における 2024年および 2025年に

行われた干潟の市民調査の結果を報告するとともに、松島湾内における北浜海岸の重要性につ

いて議論する。 

 

材料と方法	

	 北浜海岸は、塩釜港の北側に位置し、2023 年 10 月に湾ダフルしおがま海浜公園前に完成し

た緑地護岸を含む海岸である(図 1)。2024年 6月 9日および 2025年 6月 28日の干潮時に、北

浜海岸（緑地護岸とその周辺の砂浜および砂泥底を含む）において底生動物を中心とした海岸

生物の定性調査を行った。調査は、干潟生物の市民調査手法（鈴木ら 2009, Suzuki & Sasaki 2010）

を簡略化し、小学生児童でも取り組めるよう改変された調査プログラム（日本国際湿地保全連

合 2019）を参考にして行った。親子連れの参加者に、家族毎にバケツと小型スコップを配布し、 

 
図 2. 北浜海岸の全景（2025 年 6 月 29 日）．A: 砂泥エリア（m），砂浜（s）および捨て石マウンド 

エリア（r）（海岸中央から北東方向），B: 捨て石マウンドエリア（海岸中央から南方向）． 

 

捨て石マウンドエリアとその周辺の砂泥底エリアの 2 調査区に分けて（図 2）、30 分間干潟上

を歩き回り、見つけた生物の採集を行った（図 3A）。採集後は参加者により海岸清掃を実施し

た。採集した生物は、参加者とともにエリアごとに巻貝類、二枚貝類、多毛類、甲殻類および

その他にグループ分けし、その後特徴的な生物についての解説を行った（図 3B）。調査結果は

エリアごとに集計し、希少種についてはレッドデータブック（宮城県 2024，環境省 2017，2020，

日本べントス学会 2012）のカテゴリーを付記した。 

 
図 3. 北浜海岸での干潟の市民調査の様子（2024 年 6 月 8 日）． 

A: 砂泥エリアでの調査風景，B: 採集生物の解説． 
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表 1．2024 年および 2025 年の調査で塩釜北浜海岸において確認された生物． 

 

�����������
)

Taxa ������� ���� ������� ���� ��� � � �

������Porifera
�����������Hymeniacidon perlevis � �

������Cnidaria
������������Diadumene lineata � � � �

����� �

������Platyhelminthes
���������������Polycladida fam. gen. sp. �

������Mollusca
����� Liolophura japonica �

���������� Acanthochitona rubrolineata � � � �

��������� Lottia tenuisculpta �

���������Nipponacmea concinna � �

��������Nipponacmea nigrans �

������Patelloida heroldi � � �

����� Monodonta confusa � � � �

��� Lunella coreensis � �

���������Tegula rustica �

���� Littorina brevicula �

��������� Crepidula onyx �

����� Reticunassa festiva � � �

���� Reishia clavigera � � � �

������� Homoiodoris japonica � �

�����������Dendrodoris arborescens �

�������Siphonaria japonica � � �

��������Laemodonta exaratoides � � VU NT NT
������� Mytilus galloprovincialis � ���

������� Mytilisepta virgata �

����� Septifer keenae � � �

���� Xenostrobus atratus �

��� Megallana gigas � � � �

��������� Neotrapezium liratum � � � �

���� Irus mitis �

��� Ruditapes philippinarum � � �

���������� Annelida “Polychaeta��
�������������Harmothoe sp. � �

��������� Hermilepidonotus helotypus � �

����� Simplisetia erythraeensis � �

��������Perinereis cultrifera �

������� Perinereis mictodonta � �

��������� Cirriformia sp. or spp. � �

�������������Spirorbinae gen. sp. �

����������� Serpulidae gen. sp. � �

��������������Thelepus japonicus �

����������Terebellidae gen. sp. �

������Ectoprocta
������Ectoprocta cla. ord. fam. gen. sp. �

������Arthropoda
���������Fistulobalanus albicostatus � � � �

�������� Amphibalanus amphitrite � � � ���

���������Perforatus perforatus � � ���

�������������Platorchestia sp. �

��������� Grandidierella japonica �

�����������Grandidierella sanrikuensis � � � CR+EN DD
���������� Monocorophium acherusicum �

�����������Ampithoe lacertosa � �

���������Caprellidae gen. sp. �

������ Ligia cinerascens � � � �

��������������Olibrinus sp. �

�������� Palaemon macrodactylus �

������ Alpheus brevicristatus � �

������������ Alpheus sp.1 � � �

�������� Laomedia astacina � �

��������� Upogebia yokoyai �

���������� Pagurus minutus � � �

�������������� Paguridae gen. sp. �

������� Pyrhila pisum � NT NT
���� Charybdis (Charybdis��japonica � � �

������ Gaetice depressus �

����� Eriocheir japonica � �

������� Hemigrapsus penicillatus � � � �

���� Hemigrapsus sanguineus � � � �

���������� Hemigrapsus takanoi � � � �

�����Ocypode stimpsoni � VU
������Ocypode ceratophthalmus �

������� Macrophthalmus japonicus �

��������� ���������� �����������
b
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表 1．2024 年および 2025 年の調査で塩釜北浜海岸において確認された生物（続き）． 

a 阿部・鈴木（2025）．b 宮；宮城県レッドリスト（宮城県 2024）、環；環境省レッドリスト（環境省 2017, 2020）、 

べ；日本ベントス学会によるレッドデータブック（日本ベントス学会 2012）． 

調査結果と考察 

2024年および 2025年の調査では、それぞれ親子 121名および 115名の参加があった。参加

者が大人数であったため、掘り返しによる干潟へのダメージを抑える目的で、掘り返し用に配

布する小型スコップの数を 20個程度に限定した。 

	 本調査では、2024年および 2025年の調査でそれぞれ 48種および 59種の海岸生物が出現し、

両年の調査と文献記録にあるスナガニ類を合わせると合計で 77種の生物が確認された（表 1）。

その中で、レッドリスト種は 4種、外来種は 3種であった。潮間帯上部に位置する捨て石マウ

ンドエリアおよび砂泥底エリアの種数を比較すると、2024 年は 30 種および 37 種、2025 年で

は 37種および 43種であり、いずれも砂泥底エリアで種数が多い傾向が見られた。捨て石マウ

ンドエリアでは掌大の捨て石が敷きつめられた単調な底質であるのに対し、砂泥底エリアは転

石混じりの砂泥底となっており、多様な底質が存在することから種数が多かった可能性が考え

られる。 

 
図 4．北浜海岸の環境と生物．A: ウスコミミガイとサンリクドロソコエビが産出した捨て石マウンドエリア， 

B: ウスコミミガイ，C–D : サンリクドロソコエビ． 

Taxa
Chordata

 Styela plicata
Ascidiidae gen. sp.

Ascidiacea ord. fam. gen. sp.
Mugil cephalus

Acanthopagrus schlegelii
Repomucenus sp.

 Acanthogobius lactipes
 Luciogobius sp.

  Tridentiger bifasciatus

30 37 37 43 2 4 2 2

b

Taxa                              77
48 59
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捨て石マウンドエリアでは、岩礁性の付着生物であるコウダカアオガイ、タマキビおよびム

ラサキインコ（今原ら 2023）などが確認された。さらに、潮間帯上部（図 4A）の捨て石の下

からは、絶滅危惧Ⅱ類（宮城県）および準絶滅危惧（環境省・日本ベントス学会）に選定され

ている巻貝類のウスコミミガイ（図 4B）、および絶滅危惧Ⅰ類（宮城県）および情報不足（環

境省）に選定されているヨコエビ類のサンリクドロソコエビ（図 4C, D）などの希少種がまと

まって確認された。掌大の捨て石の下から両種の複数個体を容易に確認できるほど高密度で生

息しており、緑地護岸の整備に合わせて加入したものと推察される。ウスコミミガイは外洋に

面した内湾や河口域周辺の潮上帯の転石地で、波しぶきがかかるような位置の転石下に生息し、

松島湾では塩釜港に近い野々島と櫃ヶ浦で継続して確認されているほか、波津々浦や扇浜、長

浜海岸でも確認されている（図 1）（金谷ら 2018, 鈴木ら 2022, 鈴木 2025）。これらのことか

ら、緑地護岸の環境は本種にとって個体群を維持する生息好適地であり、整備後いち早く加入

した可能性がある。 

一方、同所的に確認されたサンリクドロソコエビは、近年になって宮城県の舞根湾、細浦（志

津川湾）、万石浦大浜で発見されたことをきっかけに新種記載がなされ（図 1）（Ariyama & Taru 

2017，多留 2018）、その後、志津川湾の折立海岸と伊里前川河口で新たに発見されるなど、宮

城県の数カ所でのみ生息地が知られる貴重な生物である（鈴木 2024）。さらに、復旧工事が進

む中、タイプ産地である万石浦では 2021 年を最後に姿を消し、細浦でも工事に伴う環境の改

変から個体数がごく少数までに減少した（多留 2019，鈴木 2024）。そのような中、北浜海岸

の緑地護岸においてまとまった生息地が確認されたことの意義は非常に大きい。本種はこれま

で松島湾内で確認されたことがなく、北浜海岸が分布の南限記録となる。鈴木（2023）は、沿

岸域の自然環境を保全する上での重要事項として、絶滅危惧種や北限・南限として分布するよ

うな希少種の存在を挙げており、北浜海岸においても継続してこれら希少種の動向をモニタリ

ングする必要がある。松島湾内には複雑な地形の入江に位置する大小様々な干潟が点在し、そ

の多くが宮城県の重要な干潟に選定されていることから（宮城県 2016, 鈴木 2023）、湾内の同

様な生息環境における分布調査を行い、本種の分布の現状を把握する必要があるだろう。 

砂泥底エリアでは、潮間帯の砂泥底や海草・海藻藻場を主な生息場所とするマメコブシガニ、

ヤマトオサガニ、バルスアナジャコおよびニッポンモバヨコエビ（有山 2022, 鈴木ら 2023）

などの甲殻類に加え、埋在性二枚貝のアサリが多く確認された。また、緑地護岸東側の砂泥底

エリアの潮間帯から潮上帯には狭い砂浜が形成され、2024年秋にはスナガニおよびツノメガニ

の幼体が確認されている（阿部・鈴木 2025）。こうした砂泥底や砂浜の形成から、市民活動に

よる砂の投入に一定の効果があったことが推察される。また、松島湾アマモ再生会議では、地

域の小学生児童や市民とともに、緑地護岸前の潮下帯においてアマモの移植や種の播種などア

マモ場造成に向けた活動を 2022年 11月から継続して行っている。市民調査では、調査エリア

内で魚類の稚魚が多く観察され、複数魚種の幼魚が採集されたことからも（表 1）、今後アマモ

場再生による生物多様性の向上が期待できる。緑地護岸周辺には今後さらに砂泥が堆積する可

能性もあり、干潟環境とアマモ場の形成過程の記録と合わせた生物群集のモニタリング調査が

求められる。 

	 木村ら（2002）は、ベントスの種類数、個体数および湿重量は造成後増加する傾向があり、

人工的に造成した環境であっても生物の生息には有効であることを示している。また、人工的

に造成された干潟においてベントス群集が安定するには、長期間（６年以上）要する場合があ

ることから、人工干潟において優占生物や多様性を評価する際には、事後モニタリングを十分
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長い期間実施する必要があると考えられている（桑江ら	2002）。干潟の市民調査手法を活用し

た市民参加型の生物調査は、市民による調査の継続を可能にし、干潟をめぐる地域のステーク

ホルダー間の連携と協働を促進する（阿部・鈴木 2024）。今後北浜海岸において、市民の提案

によって生まれた海岸をフィールドに市民の手で調査を継続することで、市民が身近な自然に

親しみながら海との繋がりを深め、地域における環境と社会のさらなる復興が期待される。 
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陸奥湾におけるホタテガイ養殖施設内で確認された貝類（追補）および甲殻類 
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図１．サンプル採集地 
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結果 

 2025 7 9 14 5

5 8 2

図 2. ホタテガイ養殖施設から新たに発見された貝類 

A: イタヤガイ. 2025 年 11 月 15 日, 蟹田. B, C: ヒオウギガイ. いずれも 2026 年 1 月 10 日, 浦田. D, E: キ

ンチャクガイ. いずれも 2025 年 11 月 13 日, 東田沢. F, F’, G: チャワンガキ. F, F’: 2025 年 5 月 20 日, 野

内; G: 2025 年 11 月 15 日, 蟹田. H: マガキ. 2025 年 12 月 18 日, 後潟. I: ヤカドツノガイ. 2025 年 12 月

18 日, 後潟. J: シノマキ. 2025 年 11 月 15 日, 蟹田. K: ヒメエゾボラ. 2025 年 12 月 18 日, 後潟. スケール

は 1cm. B, C は吉田達氏採集. D, E は加我隆誠氏採集. F は長野晃輔氏採集. H, I, K は西谷文昭氏採集. 

1. イタヤガイ Pecten albicans (Schröter, 1802) 2A
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22 ..   ヒオウギガイ Mimachlamys crassicostata (G. B. Sowerby II, 1842) 2B, C
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Swiftopecten swiftii (Bernardi, 1858) 
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2

1 35  

 

 

図 3. 三輪コレクションから確認された種. 

A: ヒオウギガイ. 1993 年 5 月, 浅虫. B: キンチャクガイ. 1968 年, 泊. スケールはそれぞれ 1cm. 
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図 3. 三輪コレクションから確認された種. 

A: ヒオウギガイ. 1993 年 5 月, 浅虫. B: キンチャクガイ. 1968 年, 泊. スケールはそれぞれ 1cm. 
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4. チャワンガキ Booneostrea subucula (Jousseaume, 1925) 2F, F’, G  

2025 1 2017a Ostrea subucula Lamy 

(1925) MolluscaBase  

(MolluscaBase 2026) 2017a

2017b

 

2022 1

 2025 2025

5 1 cm

2F, F’

Ostrea edulis Linnaeus, 1758

Anomia chinensis R.A. Philippi, 1849  

Lamy (1925)  Jousseaume 

 Jousseaume Lamy 

50.1.1  Jousseaume 

Booneostrea  Harry (1985)  B. cucullina

2004 Harry

cucullina subucula  Ostrea

 

5. マガキ Magallana gigas (Thunberg, 1793) 2H  

Crassostrea gigas

(Salvi et al. 

2014; Salvi & Mariottini 2017, 2021) (e.g. 

MolluscaBase 2026)  (Japan)

100

1901 2026

2021

2026

6. ヤカドツノガイ Dentalium octangulatum Donovan, 1804 2I

6 9 ‘Cornwall’ 2017a

－ 70 －



2017c

7. シノマキ Monoplex pilearis (Linnaeus, 1758) 2J

2017b

M. 

Meditérraneo M. parthenopeus (Salis-Marschlins, 1793) 

 

2023

2025 11

1

8. ヒメエゾボラ Neptunea arthritica (Valenciennes, 1858) 2K  

“détroit de Sangard, au Japon”; La Sibylle Barthe

 Neptunea cumingi Crosse, 1862

Nomura & Hatai (1937) 

forma asamusi

2 e.g. Azuma et 

al. 2015; Ma et al. 2022 “forma asamusi”

2025 2025

6

アカガイ 2025

クイチガイサルボオ
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モンウグイス 2025 2025
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図 4. 2025 年にホタテガイ養殖施設から発見された貝類（中山ら, 2025 既報種） 

A: アカガイ（稚貝）. 2026 年 1 月 10 日, 浦田. B: クイチガイサルボオ（稚貝）. 2026 年 1 月 10 日, 浦田. C: 

アコヤガイ. 2025 年 10 月 17 日, 茂浦. D: モンウグイス. 2025 年 10 月 25 日, 浦田. E: ハボウキガイ. 2025

年 11 月 20 日, 造道. F, F’: フクレユキミノ. F: 殻標本; F’: 生時の状態. 2025 年 11 月 15 日, 蟹田. スケ

ールはそれぞれ 1cm. E は吉田雅範氏採集. 

 

ハボウキガイ 2024 2025 11 11

20

フクレユキミノ  2025 2025

2022

F

 

図 5. ホタテガイ養殖施設から発見された甲殻類. 

A: アカシマモエビ. 2025 年 11 月 4 日, 土屋. B: カニダマシ科の１種. 2025 年 11 月 20 日, 原別. C: スベス

ベオウギガニ. 2025 年 11 月 13 日, 野辺地. D: カギヅメピンノ（抱卵雌）. 2025 年 9 月 19 日, 茂浦. アズマ

ニシキ（アカザラ）に寄生. E: エボシガイ. 2025 年 11 月 15 日, 蟹田. F: ホタテガイ干貝柱から確認されたカ

ギヅメピンノ（白矢印）. 2024 年 3 月 21 日, 茂浦. B–E のスケールは 1cm. A は田村義夫氏採集. 
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	 最後に、ホタテガイ養殖施設から確認された甲殻類の一部を紹介する。  

アカシマモエビ Lysmata vittata (Stimpson, 1860) 5A

	 浅虫水族館がホタテガイ漁業者より提供を受けた生物の中から確認。これまで県内での

確認事例は見つかっていない。当該個体は 2025 年 12 月に浅虫水族館で展示された。  

カニダマシ科の 1 種 Porcellanidae sp. 5B

スベスベオウギガニ Sphaerozius nitidus Stimpson, 1858 5C

 1972

カギヅメピンノ Pinnotheres pholadis De Haan, 1835 5D, F

2023 2026

 (Yamazaki et al. 2026)

 

エボシガイ Lepas (Lepas) anatifera Linnaeus, 1758 5E

	 ホタテガイ養殖施設の目印玉として使用している浮玉に稀に付着しているのが確認さ

れる。  

その他、ホタテガイ からオオヨツハモガニ  Pugettia ferox Ohtsuchi & 

Kawamura, 2019、イボイチョウガニ  Romaleon gibbosulum (De Haan, 1833)、コイチョウガ

ニ  Glebocarcinus amphioetus (Rathbun, 1898) などが確認されている。  

考察 

10 12 21 2025

Yamamoto & Habe 1958 Grandicrepidula 

grandis (Middendorff, 1849)  1994
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室内フィールドにおけるベントス採集疑似体験プログラムの実践記録	
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室内フィールドの制作過程	
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図 1．干潟の環境やベントスの生息のようすを模した室内フィールド（干潟エリア）の全景（A）および

ベントスの隠し場所として制作した各種ギミック（B–P）． 
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図 2．磯と砂浜の環境やベントスの生息の様子を模した室内フィールド（磯・砂浜エリア）の全景（A），

ベントスの隠し場所として制作した各種ギミック（B–N）および室内フィールドの全景と干潟（手

前），海（中央），磯・砂浜エリア（奥）の配置（O）． 
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表 2．室内フィールドおよび各種ギミックの制作に使用した材料と購入費． 
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   39,897 
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表 3．プログラムで使用した全 60種のベントスと所属する動物門，生活型，カードを隠したエリア・場

所，カードの印刷サイズ，設定した発見難易度（1：簡単，2：普通，3：難しい），当日の発見率の

一覧．隠し場所の番号は表 1を参照． 

       
cm    

%  
    1, 2, 7 10 5 1 62.1 

    1 10 5 1 79.3 
    1 20 5 1 89.7 
    7 6 10 2 96.6 
    1 20 5 1 89.7 
    7, 8 3 10 3 69.0 
    15, 16 3 5 3 58.6 
    15 20 3 2 55.3 
    6, 15, 19 12 5 1 86.2 
    6, 15, 23 7 5 2 86.2 
    15 15 5 2 82.8 
    4, 15 20 5 1 87.9 
    4, 6, 23 20 5 2 84.5 
    1, 4, 6, 19, 20 20 5 1 96.6 
    4, 15 20 10 1 100 

   /  1, 6, 8 9 10 1 89.7 
    11 3 10 3 79.3 
    2, 7, 8 10 5 2 82.8 
    11 1 5 3 72.4 
   /  1, 8 10 5 2 79.3 
    8 3 10 3 75.9 
    5 15 3 2 60.3 
    8 2 10 3 41.4 
    1 6 10 1 89.7 
    5 15 3 2 75.9 
   /  1, 7 10 5 2 96.6 
    1 10 5 1 69.0 
    1, 6 10 5 1 86.2 
    13 8 5 1 72.4 
    13 2 15 1 55.2 
    5, 16 3 5 3 72.4 
    3, 15, 16 2 15 3 86.2 
    6, 19, 20, 23 7 10 2 62.1 
    6, 19 6 10 2 89.7 
    4, 6, 15 18 5 2 93.1 
    19, 20 20 5 1 75.9 
    10 5 3 3 72.4 
    6, 21 18 5 1 89.7 
    6, 19, 20 12 5 1 77.6 
    21 12 10 2 94.8 
    21 5 5 3 58.6 
    21, 22 6 5 3 69.0 
    21 20 3 2 100 
    3, 6 4 15 3 86.2 
    4, 15 20 5 1 92.0 

    8 2 5 3 72.4 
    9 1 10 3 75.9 
    12 1 10 2 62.1 
    14 3 10 2 64.4 
    6, 20, 23 6 5 2 58.6 
    15 6 5 2 69.0 
    6 14 5 2 100 

    6 8 10 2 100 
    6, 19, 20 4 3 3 62.1 
    6, 19 6 10 2 89.7 
    5, 6 6 15 2 89.7 

    19, 23 4 5 2 89.7 
    4, 15 6 10 2 89.7 
    18 6 10 2 86.2 
    17, 20 6 10 2 79.3 
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図 3．（A）4段階の大きさのベントスカードと裏面に記した和名．（B）5 × 5マスに 25種のベントスを配

置したビンゴシート．（C）ロゴ入りのオリジナルベントスシール． 
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図 4．各参加者の実施時間（A）とビンゴした列数（B）および各ベントスの発見率（C）の内訳． 

 

ワークショップの振り返りと課題	
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にょろにょろした体をもつ無脊椎動物の系統分類学及び進化発生学。ヒモムシがいれば山から超深海

までフィールド調査。楽しくフットワーク軽く研究中。 

  

甲地由樹（かっちゆうき） 

2003 年生まれ。青森県出身。石巻専修大学理工学部生物科学科海洋ベントス学研究室 4 年。 

小学生の時に地元の浅虫水族館で見たイルカに魅了され，イルカトレーナーになることを目標に海洋

生物の勉強を始める。大学入学後に指導教員である阿部博和先生の講義を受講したことを契機にベン

トスに興味を持ち，研究室配属と同時に研究に打ち込むようになる。現在は汽水性多毛類ヤマトスピオ

の地理的遺伝構造に関する研究を行っており，大学院に進学後は，ヤマトスピオとその隠蔽種の集団

遺伝学や種分化などの研究を進める予定である。 

  

 

みちのくベントス第 10 号掲載論文のうち、上記の方々以外の著者については、その紹介が「みちのくベ

ントス１〜9 号」にありますので、そちらをご覧ください。 
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